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柾
木
貴
之（
経
済
学
部
准
教
授
）著

定
価 

一
一
、〇
〇
〇
円（
税
込
）

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
中
高
す
べ
て
で
「
国
語
教

育
と
英
語
教
育
の
連
携
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
明
治

期
に
遡
っ
て
連
携
の
歴
史
を
記
述
し
、
現
代
の
実
践
事

例
を
紹
介
し
た
上
で
、
連
携
の
教
育
効
果
を
検
証
す
る
。

東京大学出版会

よ
く
わ
か
る
比
較
政
治
学

戦
争
と
軍
隊
の
政
治
社
会
史

定
価 

二
、八
六
〇
円（
税
込
）

定
価 

四
、九
五
〇
円（
税
込
）

比
較
政
治
学
と
は
何
か
、
比
較
政
治
学
を
学
ぶ
意
味
、
比

較
政
治
学
の
歴
史
、
比
較
政
治
学
の
方
法
論
を
簡
潔
に

解
説
。
政
治
現
象
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

人
び
と
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
に
大
き
な
影
を
お
と
す
戦
争

と
軍
隊
、
天
皇
制
。
兵
士
や
地
域
民
衆
、
君
主
制
の
あ
り

方
と
い
う
視
点
か
ら
社
会
と
政
治
の
関
係
を
問
い
直
し
、

戦
争
と
軍
隊
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
史
へ
視
界
を
ひ
ら
く
。

ミネルヴァ書房大月書店

心
理
学
概
論 W

ell-B
eing

な
生
き
方
を
学
ぶ
心
理
学

定
価 

二
、九
七
〇
円（
税
込
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
心
理
学
は
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
な
る
。
心
理
学
を
社
会
に
還
元
し
て
如
何

に
活
か
す
の
か
。
持
続
可
能
性
を
高
め
、
よ
く
生
き
る

た
め
の
心
理
学
入
門
テ
キ
ス
ト
。

「
い
ろ
は
」の
十
九
世
紀 

文
字
と
教
育
の
文
化
史

岡
田
一
祐（
人
文
学
部
講
師
）

   

著

定
価 

一
、一
〇
〇
円（
税
込
）

庶
民
の
子
女
が
寺
子
屋
で
「
い
ろ
は
」
か
ら
学
び
は
じ

め
て
い
た
時
代
か
ら
、近
代
小
学
校
教
育
で
「
五
十
音
図
」

に
取
っ
て
代
ら
れ
る
ま
で
の
百
年
を
、
外
国
人
の
文
字

理
解
や
活
版
印
刷
導
入
を
補
助
線
に
描
き
出
す
。

ナカニシヤ出版平凡社

大
坊
郁
夫 

編
／
古
谷
嘉
一
郎（
経
営
学
部
准
教
授
） 他
共
著

鈴
木
渉
・
佐
久
間
康
之
・
寺
澤
孝
文 

編
／
浦
野
研（
経
営
学
部
教
授
） 他
共
著

外
国
語
学
習
で
の
暗
示
的
・
明
示
的
知
識
の
役
割
と
は
何
か

定
価 

二
、六
四
〇
円（
税
込
）

こ
と
ば
に
出
し
て
説
明
で
き
る
知
識
―
明
示
的
知
識
、
こ

と
ば
で
は
説
明
で
き
な
い
が
言
語
運
用
に
使
用
さ
れ
る

知
識
―
暗
示
的
知
識
。
２
つ
の
知
識
の
関
係
を
第
二
言
語

習
得
研
究
、
認
知
心
理
学
、
脳
科
学
の
領
域
横
断
で
探
る
。

大修館書店

ト
ス
カ
ー
ナ
・
オ
ル
チ
ャ
渓
谷
の
テ
リ
ト
ー
リ
オ

陣
内
秀
信
・
植
田
曉（
工
学
部
客
員
研
究
員
）

  

・

マ
ッ
テ
オ 

ダ
リ
オ 

パ
オ
ル
ッ
チ
・
樋
渡
彩 

編
著

定
価 

四
、九
五
〇
円（
税
込
）

イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
、
オ
ル
チ
ャ
渓
谷
の
田
園
風
景
。

「
テ
リ
ト
ー
リ
オ
」
と
呼
ぶ
都
市
と
田
園
の
結
び
つ
き
を

「
空
間
人
類
学
」的
に
読
み
解
き
、こ
の
卓
越
し
た
空
間
を

育
ん
で
き
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

古小烏舎

都
市
と
田
園
の

風
景
を
読
む

吉
田
裕 

編
／
加
藤
祐
介（
法
学
部
講
師
） 他
共
著

岩
崎
正
洋
・
松
尾
秀
哉
・
岩
坂
将
充（
法
学
部
教
授
）
編
著
／
本
田
宏（
法
学
部
教
授
）・

山
本
健
太
郎（
法
学
部
教
授
）・
井
上
睦（
法
学
部
准
教
授
）他
共
著

国
語
教
育
と
英
語
教
育
を
つ
な
ぐ

「
連
携
」の
歴
史
、方
法
、実
践

き
で
あ
る
）
を
も
じ
っ
て
、
上

記
の
よ
う
な
「
教
会
」
を
「
大
学
」

と
入
れ
替
え
た
標
語
を
思
い
つ

い
た
が
、
あ
と
で
調
べ
て
み
た

ら
ド
イ
ツ
の
大
学
で
も
そ
の
よ

う
な
標
語
を
掲
げ
て
い
た
大
学

が
二
、三
見
つ
か
っ
た
。
何
世
紀

に
も
及
ぶ
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
が
腐
敗
し
桎
梏
化
し
た
よ
う

に
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
学

も
、
む
し
ろ
長
い
歴
史
と
伝
統

が
あ
れ
ば
こ
そ
、
改
革
を
怠
る

と
容
易
に
桎
梏
化
す
る
運
命
に

あ
る
。

　

さ
て
、
学
長
候
補
選
挙
に
立

候
補
す
る
に
あ
た
っ
て
、
わ
た

し
が
所
信
表
明
の
な
か
で
提
示

し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の

よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

■
主
要
課
題

①
伝
統
の
継
承
と
可
視
化
（
北
海

学
園
１
３
２
年
、
大
学
67
年

の
伝
統
を
可
視
化
し
て
、
次

世
代
に
継
承
す
る
事
業
。
例

え
ば
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
設
立
、
Ｕ
Ｉ
の
創
出
な
ど
）

②
体
育
館
の
建
て
替
え
（
新
し

　

二
期
六
年
に
わ
た
る
学
長
職

を
間
も
な
く
辞
す
る
に
あ
た
り
、

学
長
在
任
期
間
中
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
み
た
い
。

　

わ
た
し
は
学
長
候
補
選
挙

に
立
候
補
す
る
に
あ
た
っ
て
、

universitas sem
per 

reform
anda

（
つ
ね
に
改

革
さ
れ
る
べ
き
大
学
／
大
学
は

つ
ね
に
改
革
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
）
を
標
語
と
し
て
掲
げ
た
。

２
０
１
７
年
と
い
う
そ
の
年
は
、

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
（
１
５
１
７

年
）
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
０
０
年

後
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
キ

リ
ス
ト
教
学
者
で
あ
る
わ
た
し

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

合
言
葉
と
な
っ
たecclesia 

sem
per reform

anda

（
つ

ね
に
改
革
さ
れ
る
べ
き
教
会
／

教
会
は
つ
ね
に
改
革
さ
れ
る
べ

い
複
合
的
体
育
施
設
の
建
設
）

③
「
教
養
」
教
育
充
実
の
た
め

の
共
通
教
育
の
再
構
築
／
再

編
成
（
共
通
教
育
と
専
門
教

育
の
有
機
的
連
関
の
確
立
）

④
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

大
学
（
英
語
教
育
の
さ
ら
な

る
強
化
、
留
学
制
度
の
拡
充

と
国
際
部
門
の
充
実

化
な
ど
）

⑤
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
改
善
（
潤

い
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
づ
く
り
、
女
性
や

障
碍
者
の
利
用
に
配

慮
し
た
施
設
・
設
備

の
整
備
な
ど
）

⑥
同
窓
会
と
の
よ
り
緊

密
な
連
携
（
寄
付
金

制
度
の
充
実
や
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
事
業
の

強
化
）

⑦
道
外
で
受
験
生
を
増

や
す
努
力
（
道
内
進

学
率
上
昇
の
た
め
の

高
大
連
携
強
化
・
奨

学
金
制
度
充
実
と
、

首
都
圏
・
近
畿
圏
で

の
積
極
的
な
広
報
活

動
の
展
開
）

⑧
積
極
的
な
地
域
貢
献

（
北
海
道
を
代
表
す

る
私
学
と
し
て
の
地

域
社
会
の
負
託
に
こ

た
え
る
事
業
）

⑨
図
書
館
の
狭
隘
化
の
解
消
（
研

究
図
書
の
非
資
産
化
と
除
籍

図
書
の
有
効
活
用
）

■
具
体
的
施
策

①「
10
年
後
」
を
見
越
し
た
大
学

の
将
来
像
と
具
体
的
な
将
来

構
想
計
画
の
策
定

②
全
学
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
再
編
（
学
内
手
続
き
の

透
明
化
と
効
率
化
）

③
既
存
の
委
員
会
の
整
理
・
統

合
に
よ
る
教
員
の
負
担
軽
減

化
と
研
究
時
間
の
確
保

④
３
Ｐ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

　

ポ
リ
シ
ー
、
デ
ィ
プ

　

ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）
を

　

柱
と
し
た
教
学
改
革

　

の
推
進

⑤
共
通
教
育
の
再
構
築

　

／
再
編
成
を
検
討
す

　

る
た
め
の
特
別
委
員

　

会
の
設
置

⑥
国
際
交
流
部
門
の
強

　

化
⑦
研
究
図
書
・
科
研
費
購　

　

入
図
書
の
非
資
産
化

　

と
除
籍
図
書
の
有
効

　

活
用

⑧
学
長
・
機
関
長
選
挙

　

規
程
の
再
検
討

　

こ
の
う
ち
で
、
果
た

し
て
幾
つ
の
課
題
を
完

遂
で
き
た
の
か
と
自
問

自
答
す
れ
ば
、
暗
澹
た

る
気
持
ち
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

実
現
し
た
も
の
も
あ
る

し
、
当
初
は
掲
げ
て
い

な
か
っ
た
が
成
し
遂
げ

た
も
の
も
少
な
か
ら
ず

あ
る
（
学
長
室
の
設
置
、
副
学

長
制
度
の
導
入
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
制
度
の
調
印
、
出
版
会

の
設
立
、
遠
隔
授
業
の
た
め
の

学
生
支
援
金
、
研
究
費
の
使
途

拡
大
、
国
内
研
修
制
度
の
導
入

な
ど
）。
だ
が
、
や
り
残
し
た
も

の
の
方
が
多
い
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
や
は
り
総
合
的
に
点

数
を
つ
け
れ
ば
、
自
分
的
に
は

合
格
点
に
達
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
改
革
を
実
行
す
る
に
は

実
に
大
き
な
障
害
や
障
壁
が
あ

り
、
個
人
と
し
て
の
わ
た
し
の

能
力
は
、
大
学
全
体
の
改
革
を

遂
行
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
非

力
で
あ
っ
た
。
ま
た
改
革
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
同
志
を
募

る
努
力
も
正
直
足
ら
な
か
っ
た
。

45
年
間
も
一
人
の
理
事
長
の
下

で
続
い
て
き
た
組
織
や
教
職
員

の
行
動
様
式
は
、
当
初
わ
た
し
が

考
え
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に

頑
強
で
、
一
朝
一
夕
に
変
わ
り

は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え

て
、
後
半
の
三
年
間
は
想
定
外

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
戦
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

自
ら
の
意
志
に
反
し
て
改
革
は

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

　

お
よ
そ
制
度
や
組
織
を
改
革

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
に

従
事
す
る
人
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
自
己
変
革
ほ
ど

難
し
い
も
の
は
な
い
。
ど
う
や

ら
人
間
と
は
現
状
に
安
住
し
た

い
生
き
物
の
よ
う
で
、
曲
が
り

な
り
に
も
や
っ
て
い
け
て
い
る

制
度
や
組
織
を
改
革
す
る
に
は
、

誰
し
も
二
の
足
を
踏
む
も
の
だ

と
い
う
気
づ
き
が
、
わ
た
し
に

と
っ
て
一
番
の
収
穫
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
実
際
の
改
革
を

進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
教
職

員
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
危
機
意
識
が
欠
如
し
希

薄
な
と
こ
ろ
で
は
、
意
識
改
革

こ
そ
が
難
儀
中
の
難
儀
な
の
で

あ
る
。
北
海
道
の
私
学
の
雄
を

自
任
す
る
本
学
に
は
、
残
念
な

が
ら
こ
の
危
機
意
識
が
未
だ
に

欠
け
て
い
る
。

　

何
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
わ
た

し
が
訴
え
た
大
学
改
革
の
必
要

性
は
決
し
て
間
違
っ
て
は
い
な

か
っ
た
、
と
思
う
。「
大
学
は
改

革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
！

な
ぜ
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
し
な
け

れ
ば
存
続
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の

映
画
監
督
で
脚
本
家
の
ル
キ
ノ
・

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
（Luchino 

Visconti di M
odrone, 

1906-1976

）
は
、「
変
わ
ら
ず

に
残
る
た
め
に
は
、
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
実
際
、
変
わ
る
こ
と
な

く
未
来
永
劫
存
続
し
続
け
る
も

の
は
、
自
然
界
に
は
何
ひ
と
つ

な
い
の
だ
。
ど
ん
な
に
歴
史
と

伝
統
が
あ
る
も
の
で
も
、
変
化

や
進
化
を
怠
れ
ば
た
ち
ま
ち
淘

汰
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
、
自
然

界
の
原
理
あ
る
い
は
不
朽
の
法

則
で
あ
る
。
生
き
物
で
も
細
胞

で
も
新
陳
代
謝
し
て
変
わ
り
続

け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
生
命
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

だ
か
ら
生
き
残
る
た
め
に
は
自

己
変
革
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
大
学
と
い
う
組
織
機

関
は
そ
う
で
あ
る
と
思
う
。

　

六
年
間
学
長
を
や
っ
て
き
て
、

い
ま
自
分
の
な
か
に
去
来
す
る

の
は
達
成
感
よ
り
は
む
し
ろ
挫

折
感
で
あ
る
。
退
職
す
る
に
あ

た
っ
て
、
教
師
な
ら
び
に
学
者

と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
達
成
感

が
な
い
で
は
な
い
が
、
学
長
と

し
て
は
挫
折
感
の
方
が
強
い
。

そ
れ
は
学
長
就
任
時
に
掲
げ
た

課
題
の
多
く
が
完
遂
さ
れ
ず
に

残
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次
期
学
長
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
方
向
性
を
採
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
わ
た
し
が

掲
げ
た
改
革
の
理
念
と
方
向
性

　

２
０
１
７
年
４
月
１
日
に
就
任
し
た
安
酸
敏
眞
学
長
が
本
年
３
月

31
日
で
退
任
す
る
。
こ
の
間
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
の
調
印

や
出
版
会
の
設
立
、
遠
隔
授
業
の
た
め
の
学
生
支
援
金
、
研
究
費

の
使
途
拡
大
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
安
酸
学
長
に

こ
の
６
年
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

学 

長
　
安や

す
か
た酸 

敏と
し
ま
さ眞

は
、
宙
に
浮
い
た
ま
ま
終
わ
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
ら
空
文

に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
道

半
ば
で
終
わ
る
わ
た
し
の
大
学

改
革
の
試
み
か
ら
、
ひ
と
は
果

た
し
て
何
を
学
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。

改
革
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
虚

し
さ
で
あ
ろ
う
か
？ 

そ
れ
と
も

よ
り
周
到
な
準
備
を
し
て
改
革

に
臨
む
必
要
性
で
あ
ろ
う
か
？

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
老
兵
は

死
な
ず
、
た
だ
消
え
ゆ
く
の

み
」（Old soldiers never 

die, they just fade 
aw

ay

）
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
・

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ゆ
か
り
の
こ
の

言
葉
を
も
っ
て
、
わ
た
し
は
今
年

度
限
り
で
学
長
職
を
退
く
。
最

後
に
、
こ
の
六
年
間
向
こ
う
見

ず
な
学
長
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
教
職
員
の
み
な
さ
ま
に
、
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

God bless HGU!
大学はつねに改革されるべきである

  

二
期
六
年
の
学
長
職
を

 　
　

  

辞
す
る
に
あ
た
っ
て

　

本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
は
、

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
12
月

21
日
（
水
）
に
北
海
道
大
学
大

学
院
文
学
院
と
特
別
聴
講
学
生

に
関
す
る
協
定
（
単
位
互
換
を

伴
う
交
流
協
定
）
を
締
結
し
ま

し
た
。
調
印
式
は
、
北
海

道
大
学
か
ら
藤
田
健
文
学

院
長
、
加
藤
重
広
教
授
、

本
学
か
ら
鈴
木
英
之
教
授
、

田
中
洋
也
教
授
と
私
が
出

席
し
、
北
海
道
大
学
で
執

り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
に

よ
り
、
文
学
研

究
科
の
院
生
が

北
海
道
大
学
大

学
院
文
学
院
で

開
講
さ
れ
る
科

目
を
履
修
し
、
単
位

の
修
得
を
希
望
す
る

と
き
は
、
所
定
の
手

続
き
を
経
て
そ
の
聴

講
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

双
方
の
院
生
に
と
っ

て
は
、
履
修
科
目
の
選
択
肢
が

広
が
る
と
同
時
に
、
相
手
大
学

の
院
生
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

学
ぶ
機
会
が
得
ら
れ
、
自
ら
の

研
究
テ
ー
マ
を
い
っ
そ
う
多
面

的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

大
学
院
で
の
学
び
は
学

部
以
上
に
専
門
性
が
高
く
、

開
講
科
目
の
種
類
や
教
授

陣
の
研
究
内
容
な
ど
も
大

学
ご
と
に
特
色
が
あ
り
ま

す
。
同
じ
分
野
で
あ
っ
て

も
、
教
授
に
よ
っ
て
捉
え

方
や
視
点
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
複
数
の

大
学
院
間
で
単
位
互
換
が

で
き
る
こ
と
の
意
義
は
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
両
大

学
院
は
、
互
い
の
資
源
や
強
み

を
活
か
し
な
が
ら
連
携
・
交
流

を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
や

研
究
領
域
を
さ
ら
に
広
げ
究
め

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院
と
本
学
文
学
研
究
科

特
別
聴
講
学
生
に
関
す
る
協
定
締
結

後列左から鈴木英之教授、田中洋也教授、北海道大学加藤
重広教授。前列左から上野誠治文学研究科長、北海道大学
藤田健文学院長

文
学
研
究
科
長
・
教
授

上う
え

野の 

誠せ
い

治じ

学びの選択肢広がる
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今
年
表
彰
さ
れ
た
永
年
勤
続
者
は
次

の
と
お
り
。

北
海
学
園
大
学

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
今
村
聡
（
経

営
）、
大
西
有
二
（
法
務
）、
徳
永
良

次（
人
）︹
職
員
︺片
野
景
祐（
教
務
）、

川
田
裕
之
（
開
発
）、
武
田
雅
志
（
経

済
）

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
青
木
千
加
子

（
経
営
）、
赤
石
篤
紀
（
経
営
）、
浅

村
亮
彦（
経
営
）、天
笠
道
裕（
経
営
）、

市
川
大
祐（
経
済
）、浦
野
研（
経
営
）、

越
後
修（
経
済
）、大
平
義
隆（
経
営
）、

神
山
義
治
（
経
済
）、
川
村
雅
則
（
経

済
）、
栗
林
広
明
（
経
済
）、
田
村
卓

哉
（
経
営
）、
西
村
宣
彦
（
経
済
）、

韓
永
學
（
法
）、
平
田
洋
子
（
工
）、

逸
見
宜
義（
経
済
）、増
地
あ
ゆ
み（
経

営
）、
水
野
谷
武
志
（
経
済
）、
若
月

秀
和（
法
）︹
職
員
︺松
山
周
平（
経
済
）

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
足
立
裕
介

（
工
）、
石
橋
達
勇
（
工
）、
稻
垣
美

穂
子
（
法
）、
古
谷
嘉
一
郎
（
経
営
）、

宮
入
隆
（
経
済
）、山
本
健
太
郎
（
法
）

︹
職
員
︺
曽
我
部
陽
子
（
工
）、
新
田

遼
（
法
）

北
海
商
科
大
学

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
細
野
昌
和

︹
職
員
︺
栗
原
隆
文

▼
20
年
勤
続
︹
職
員
︺
浜
田
圭
吾

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
佐
藤
千
歳
、

玉
井
航
太

北
海
高
等
学
校

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
島
谷
制
勝
、

鈴
木
健
一

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
後
藤
享
、

成
田
則
比
人
、
横
井
美
香
子

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
上
村
章
太
郎
、

木
村
人
生
、
西
田
優
美
、
山
内
隆
宏

︹
職
員
︺
後
藤
彩

北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

▼
40
年
勤
続
︹
教
員
︺
竹
内
強
、

竹
越
広
志

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
能
代
谷
兼
大

法
人
本
部

▼
30
年
勤
続
︹
職
員
︺
今
井
克
俊
、

杉
山
明
美
、
寺
田
悦
子
、
福
原
正
己
、

渡
辺
敦

▼
20
年
勤
続
︹
職
員
︺
川
島
壽
、
日

置
恒
平
、
三
宅
志
乃
、
山
村
貴
行

▼
10
年
勤
続
︹
職
員
︺
杉
澤
玲
奈

永
年
勤
続
者

　

教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度
に
つ
づ
き
今
年
度

も
多
く
の
皆
様
か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を
目
的

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学
生
か
ら
４
名
を
厳

正
に
選
考
し
、
令
和
４
年
12
月
９
日
に
学
長
（
教

育
振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当
た
り
10
万
円
の
奨

学
金
（
奨
学
金
Ｃ
）
を
支
給
し
ま
し
た
。

■
　

■
　

■

  

教
育
振
興
会

　

私
は
、
授
業
で
刑
法
と
い
う

科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
刑

法
と
は
犯
罪
と
刑
罰
に
関
す
る

法
律
の
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ス
で

殺
人
罪
や
窃
盗
罪
な
ど
の
言
葉

を
聞
く
こ
と
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
刑
法
の
特
徴
と
し
て
は
、

人
と
密
接
に
関
連
し
た
学
問
で

あ
る
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、

「
な
ぜ
人
は
罪
を
犯

す
の
か
」、「
な
ぜ

罪
を
犯
し
た
者
に

刑
罰
を
科
す
こ
と

が
出
来
る
の
か
」
と
い
う
問
題

は
、
誰
し
も
一
度
は
考
え
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で
は
、
人
と
犯
罪

と
の
関
係
、
人
と
刑
罰
と
の
関

係
は
何
か
と
い
う
事
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
実
際
の
事
件
等
で

刑
法
が
問
題
に
な
る
場
面
で
は
、

人
の
法
的
な
価
値
判
断
が
強
く

問
わ
れ
る
点
も
、
刑
法
の
特
徴
と

い
え
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｘ

が
、
Ａ
を
殺

そ
う
と
思
っ

て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
弾
が
外

れ
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
場
を
通

り
か
か
っ
た
Ｘ
の
恋
人
Ｂ
に
命

中
し
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場

合
を
考
え
て
み
ま
す
。
こ
の
場

合
に
、
Ｘ
に
は
Ｂ
に
対
す
る
殺

人
罪
は
成
立
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
殺
人
罪
が
成
立
す
る
と
考

え
る
人
も
い
れ
ば
、
殺
人
罪
は

成
立
し
な
い
と

考
え
る
人
も
い

ま
す
。
こ
こ
で

は
、
Ｘ
が
人
を

殺
そ
う
と
し
た

点
を
重
視
す
る

の
か
、
そ
れ
と

も
Ｂ
に
対
す
る

殺
意
は
な
か
っ

た
こ
と
を
重
視
す
る
か
が
結
論

を
分
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
主

張
す
る
見
解

の
背
後
に
そ

の
人
の
価
値

観
が
現
れ
る

部
分
も
、
刑
法
の
興
味
深
い
点

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
の
中
で
、

上
記
の
よ
う
な
事
例
や
実
際
の

裁
判
例
を
題
材
に
し
て
、
ゼ
ミ

生
に
意
見
を
聞
く
と
、
全
員
が

同
じ
意
見
に
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ゼ
ミ
生
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
様
々
な
意
見
が
出

て
き
ま
す
。
鋭
い
視
点
か
ら
の
意

見
や
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
ら

の
意
見
な
ど
、
ゼ
ミ
生
は
自
分

で
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
意
見

に
驚
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

刑
法
を
含
め
、
法
律
学
で
は
絶

対
的
な
正
解
は
存
在
し
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
結
論
の
妥
当

性
や
結
論
を
導
く
た
め
の
根
拠

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
張
さ
れ
て
い
る
多
く
の
見
解

の
中
か
ら
、
ど
の
見
解
が
妥
当

な
の
か
を
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
に

考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
主
眼
と

し
て
、
ゼ
ミ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

刑
法
と
は
？

法
学
部
准
教
授瀬せ

川が
わ

行こ
う

太た

トピックストピックス
7070

　

皆
さ
ま
ご
卒
業
な
ら
び
に
ご
修

了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
三
年
た
っ
た
今

で
も
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
よ

う
や
く
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
局

面
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
代
は
将
来
の
予
測
が

困
難
な
時
代
で
あ
り
、
一
部
の
識

者
の
間
で
は
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
の
時

代
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｕ

Ｃ
Ａ
と
はVolatility

（
変
動

性
）、Uncertainty

（
不
確
実

性
）、Com

plexity

（
複
雑
性
）、

A
m

biguity

（
曖
昧
性
）
の
頭

文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

た
し
か
に
少
子
化
、
高
齢
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
格
差
の
拡

大
と
固
定
化
、
わ
が
国
の
国
際
的

地
位
の
低
下
、
地
球
温
暖
化
、
大

規
模
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
、
複

雑
な
要
因
が
幾
重
に
も
絡
ま
り

あ
っ
て
、
ま
さ
に
一
寸
先
は
闇
の

よ
う
な
状
態
で
す
。
こ
う
い
う
時

代
を
ど
う
生
き
る
か
、
そ
れ
が
わ

た
し
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
来
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
第
４
期
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
か
か
る

時
代
に
対
処
で
き
る
教
育
目
標
を

策
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
素
案
に
は
、
①
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
学
び
続
け
る
人
材
の
育

成
」、
②
「
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、

全
て
の
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育

の
推
進
」、
③
「
地
域
や
家
庭
で
共

に
学
び
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
に

向
け
た
教
育
の
推
進
」、
④
「
教
育

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
」、⑤
「
計

画
の
実
効
性
確
保
の
た
め
の
基
盤

整
備
・
対
話
」
と
い
っ
た
５
つ
の

柱
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
16
も
の
教
育
政
策
と

目
標
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
読
む
と
取
り
組
む
べ
き

課
題
が
あ
ま
り
に
多
く
、
気
力
が

萎
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
な
る
語
が
頻
出

し
、
Ｄ
Ｘ
に
対
処
で
き
る
、
文
理

融
合
の
専
門
知
識
を
有
す
る
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
の
を
読
む
と
、

た
し
か
に
そ
う
だ
と
頷
く
反
面
、

取
り
組
む
べ
き
課

題
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
に
、
教
育
の
根

幹
を
見
失
い
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、「
近
代

教
育
学
の
祖
」と
称

さ
れ
る
コ
メ
ニ
ウ

ス
（Joan Amos

C
o

m
e

n
iu

s, 
1592-1670

）
の

Unum Necessarium

と
い
う
著
作
を
読

ん
で
み
ま
し
た
。

コ
メ
ニ
ウ
ス
は
、

ボ
ヘ
ミ
ア
（
現
在

の
チ
ェ
コ
）
出
身

の
教
育
改
革
者
で
、

児
童
の
直
観
的
理

解
の
た
め
に
豊
富

な
図
解
を
と
り
い

れ
た
、
画
期
的
な
教
科
書
﹃
世
界

図
解
﹄
を
書
い
た
こ
と
で
も
有
名

で
す
。
そ
の
彼
が
１
６
６
８
年
（
死

の
２
年
前
）
に
、
一
種
の
遺
言
と

し
て
、
耳
目
を
惹
く
表
題
の
書
物

を
書
き
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
語
で
執

筆
さ
れ
た
こ
の
書
物

は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
同
胞

教
団
の
信
仰
に
貫
か

れ
た
深
い
敬
虔
性
を

湛
え
て
い
ま
す
。
自

ら
の
死
が
間
近
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
を

予
感
し
な
が
ら
、
コ

メ
ニ
ウ
ス
は
自
分
の

生
と
生
一
般
に
つ
い

て
深
く
思
い
を
馳

せ
、
人
生
に
お
い
て

何
が
必
要
か
を
問

い
、
そ
れ
は
唯
一
つ

の
も
の
だ
と
宣
言
し

ま
す
。

Unum Necessarium

と
い
う
ラ
テ
ン

語
は
、
英
語
で
は

The O
ne Thing 

Necessary

と
い

う
ほ
ど
の
意
味
で
、

日
本
語
で
は
「
無
く
て
な
ら
ぬ
唯

一
つ
の
も
の
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま

す
。
完
全
な
文
章
に
し
てunum

 

est necessarium

と
な
る

と
、「
唯
一
つ
の
も
の
が
必
要
で

あ
る
／
必
要
な
も
の
は
唯
一
つ
で

あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
新
約
聖
書
（
ル
カ

10:41-42

）
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
イ
エ
ス
は
マ
ル
タ
と
マ

リ
ヤ
と
い
う
姉
妹
の
家
に
招
か
れ

ま
す
。
姉
の
マ
ル
タ
は
イ
エ
ス
と

弟
子
た
ち
を
も
て
な
す
た
め
に
忙

し
く
立
ち
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
が
、

妹
の
マ
リ
ヤ
は
イ
エ
ス
の
そ
ば
に

じ
っ
と
座
っ
て
、
彼
の
話
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
す
。
妹
に
も
家
事
を

手
伝
っ
て
欲
し
い
マ
ル
タ
が
、
手

伝
う
よ
う
に
言
っ
て
欲
し
い
と
イ

エ
ス
に
頼
む
と
、
彼
は
「
マ
ル
タ

よ
、
マ
ル
タ
よ
、
あ
な
た
は
多
く

の
こ
と
に
心
を
配
っ
て
思
い
わ
ず

ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
無
く
て

な
ら
ぬ
も
の
は
多
く
は
な
い
。
い

や
、
一
つ
だ
け
で
あ
る
⋮
⋮
」（
ル

カ10:41-42

）
と
答
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
古

来
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
省
き
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
は
聖
書
の
こ

の
箇
所
に
基
づ
き
、
人
間
に
と
っ

て
何
が
本
当
に
必
要
か
を
読
者
に

問
う
た
の
で
す
。
実
際
、
わ
た
し

た
ち
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
た
め

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
い
ま
手

に
さ
れ
た
学
位
記
・
卒
業
証
書
も
、

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
ラ
イ
セ

ン
ス
の
一
つ
で
す
。
そ
の
他
に
、

健
康
も
お
金
も
人
脈
も
友
人
も
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
も
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
も
の
を
数
え
上
げ
た
ら

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
は
「
無
く

て
な
ら
ぬ
も
の
は
唯
一
つ
」
と
言

う
の
で
す
。
で
は
、
そ
の
「
無
く

て
な
ら
ぬ
も
の
」
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
著
者
の
答
え
は
こ
こ
で
は

伏
せ
て
お
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
欲

し
い
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
ご
く
最
近
、
沢
木
耕
太

郎
の
﹃
天
路
の
旅
人
﹄（
新
潮
社
、

２
０
２
２
年
）
を
読
ん
で
い
て
ハ
ッ

と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
中
国
大

陸
奥
深
く
ま
で
「
密
偵
」
と
し
て

潜
入
し
た
西
川
一
三
と
い
う
人
の
、

八
年
間
に
わ
た
る
苦
難
の
旅
程
を

描
い
た
、
長
編
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
品
で
す
が
、
あ
る
く
だ
り
で

作
者
は
概
ね
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。
托
鉢
で
は
、
多
く
の
も

の
を
喜
捨
し
て
も
ら
う
必
要
は
な

い
。
そ
の
日
一
日
食
べ
る
も
の
が

あ
れ
ば
い
い
。
貰
い
す
ぎ
る
と
、

背
中
の
ウ
ー
ル
グ
︹
背
負
子
︺
が

重
く
な
り
、
前
に
向
か
っ
て
歩
む

の
が
つ
ら
く
な
る
。
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
こ
の
こ
と
は
、
托
鉢
に
お
い

て
の
み
な
ら
ず
、
生
き
て
い
く
上

で
も
大
事
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

托
鉢
と
は
、
修
行
僧
が
鉢
を

持
っ
て
家
々
を
回
っ
て
、
米
や
銭

な
ど
の
ほ
ど
こ
し
を
受
け
る
こ
と

で
す
が
、
西
川
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
蒙
古
人
巡
礼
僧
に
な
り
す
ま
し

て
、
乞
食
の
よ
う
な
托
鉢
生
活
を

し
な
が
ら
、
中
国
大
陸
の
奥
地
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
イ
ン
ド
ま

で
、
ま
さ
に
人
間
の
限
界
を
超
え

た
巡
礼
の
旅
を
続
け
ま
し
た
。
そ

の
西
川
が
托
鉢
生
活
の
中
で
思
っ

た
の
は
、
モ
ノ
は
最
小
限
で
よ
い
、

欲
張
っ
て
持
ち
す
ぎ
る
と
重
荷
に

な
り
、
歩
く
こ
と
自
体
が
つ
ら
く

な
る
、
人
生
も
同
様
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
の
時
代
は
た
し
か
に
将
来
の

予
測
が
困
難
な
時
代
で
す
が
、
同

時
に
過
剰
な
欲
望
の
時
代
で
も
あ

り
ま
す
。「
欲
望
の
資
本
主
義
」
が

口
吻
に
上
る
所
以
で
す
。
し
か
し

度
を
越
し
た
物
質
的
欲
望
を
追
求

せ
ず
、
む
し
ろ
「
自
分
を
空
し
く

す
る
こ
と
」
に
努
め
、
ま
た
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
の
相
互
依
存
性
を
認

め
、
自
発
的
に
他
者
に
場
所
を
与

え
る
生
き
方
を
す
れ
ば
、
困
っ
た

と
き
も
必
ず
救
い
の
手
が
差
し
伸

べ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
３

年
間
で
、
わ
た
し
た
ち
が
再
認
識

し
た
こ
と
は
、
人
間
は
「
息
」
と

い
う
贈ギ

りフ

物ト

を
与
え
ら
れ
て
生
き

て
い
る
存
在
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

息
も
地
球
環
境
も
人
間
が
生
き
る

上
で
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

各
自
が
精
一
杯
そ
の
本
分
を
発
揮

し
て
、
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ま
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
学
長
の
式

辞
と
い
た
し
ま
す
。学

長　

安
酸
敏
眞

　

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
一

般
選
抜
が
、
例
年
と
同
じ
日
程

の
２
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の

４
日
間
、
札
幌

会
場
（
豊
平
校

舎
）
と
５
つ
の

地
方
会
場
（
旭
川
・
帯
広
・
函
館
・

盛
岡
・
東
京
）
で
実
施
さ
れ
、
４
、

１
７
０
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
志
願
者
数
は
、
一
般

選
抜
が
全
体
で
前
年
度
よ
り
も

９
・
０
％
の
減
少
、
前
々
年
度
か

ら
は
３
・
２
％
の
減
少
で
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
度
の
共
通
テ
ス
ト

の
平
均
点
が
大
幅
ダ
ウ
ン
し
た

の
に
対
し
て
、
今
年
度
の
共
通

テ
ス
ト
で
は
平
均
点
が
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
の
影
響
も
大
き
く
、

ま
た
、
道
内
の
18
歳
人
口
減
少

と
い
う
状
況
（
２
０
２
１
年
度
:

１
０
０
と
し
た
場
合
、
２
０
２
２

令
和
５
年
度

入
試
状
況

経済

学部部

経営

経営 経　　営

経　　済 141

50
37

140

60
57
18
48
22
18
591

78
41
94

33
9

255
846

1,104

549
410

655

173

49

677
28

187
115
138
176
102
3,609

220
164
216

4,286

277

297
317

216

128

38

61
23

169
127
135
213
128
2,007

ー
ー
ー

2,068

104

48
36

140

54

23

228
8

52
18
45
22
18
537

68
41
88

765 2,485

531

269
211

300

107

38

593
33

118
83
69
127
77

1,892

136
100
286

1,551

164

226
255

120

102

32

56
24

143
107
93
178
107
1,495

ー
ー
ー

学科
合格者数

学校
推薦型
・特別

一般 大学入学
共通テスト

学校
推薦型
・特別

大学入学
共通テスト一般

※経済学部・法学部は学部単位の募集
※２部合格者数は第２志望合格者を含む
※一般選抜合格者数は追試験合格者を含まない

志願者数

地域経済

経済 経　　済
地域経済

経　　営
経営情報

法 法　　律
政　　治

人文

工

日本文化
英米文化

法 法　　律
政　　治

人文 日本文化
英米文化

社会環境工
建　　築
電子情報工
生 命 工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

１
部

２
部

2023 年度  入試状況 （人） 年
度
:
９
８
・
４
、２
０
２
３
年

度
:
９
４
・
４
）
も
要
因
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用

選
抜
（
Ⅰ
期
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
体
で
前
年
度
よ
り
も
７
・
９
％

の
減
少
、
前
々
年
度
か
ら
は
５
・

１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
選
抜
試
験
合
格
発
表
は

２
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
入
試
制
度
で
あ

る
学
校
推
薦
型
選
抜
や
課
題
小

論
文
・
社
会
人
・
海
外
帰
国
生
徒
・

外
国
人
留
学
生
の
特
別
選
抜
に

つ
い
て
は
令
和
４
年
11
月
27
日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

出
願
状
況
は
今

年
度
８
４
６
名

と
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

学
部
学
科
ご
と
の
各
入
試
状

況
は
、
次
表
の
通
り
と
な
り
ま

す
。

厳
し
い
18
歳
人
口
減
少
の
影
響

▶ 奨学金受給者 
人文学部日本文化学科３年　彭

ホウ

天
テン

祥
ショウ

さん
人文学部日本文化学科３年　P

ボ ウ

ang Z
シ ゲ ン

iyan さん
法学部法律学科２年　　　　侯

ホウ

嘉
ジ ヤ チ

旗さん
人文学部英米文化学科２年　陳

チン

澤
タク

榮
エイ

さん

　本学では、学修成果を学生自身が振り返る機会を提供するとともに、キャリア
支援プログラムの一環としてアセスメントテスト「GPS-Academic」を実施してい
ます。このテストは、現代社会でとくに必要となっている問題解決力を支える「思
考力」を、批判性／協働性／創造性の３つの視点から測定し、「問題解決に向か
う姿勢・態度」や「問題解決の経験」もあわせて測るものです。
　結果は個別に分析がなされ、学生一人ひとりに「個人結果レポート」が返却さ
れます。加えてフォローアップセミナーが開催され、“これからの学生生活の過ご
し方”や“今の社会で必要とされる力を今後どのように磨いていく必要があるか”
などを共に考えていきます。
　北海学園大学は今後とも、こうしたアセスメントや各種調査を通して学生支援
に取り組んでまいりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

アセスメントテスト GPS-Academic による問題解決力測定

「無くてならぬ唯一つのもの」
――Unum Necessarium (The One Thing Necessary)――

令和４年度 卒業証書・学位記授与式 学長式辞
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１
９
９
２
年
４
月
に
着
任
し
30
年
間
、
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
研
究
・
教
育

活
動
を
刺
激
し
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
教
員
、
図

書
館
・
事
務
職
員
、
お
掃
除
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
研
究
と
毎
日
の

授
業
、
各
種
委
員
会
業
務
で
忙
し
い
毎
日
で
し

た
。
子
育
て
と
の
両
立
に
悩
む
日
々
も
あ
り
ま

し
た
。
今
で
は
学
内
に
子
育
て
、
介
護
な
ど
の

福
利
厚
生
制
度
が
充
実
し
、
イ
ク
メ
ン
達
も
増

え
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
導
入
、Glexa, Reallyenglish

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
活
用
も
実
現
し
ま

し
た
。
今
後
も
学
園
大
生
の
英
語
力
強
化
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
数
年
と

思
っ
て
参
加
し
た
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
交
換
教

授
と
の
交
流
は
20
年
以
上
も
続
き
、
も
は
や
レ

大
に
行
っ
た
ら
顔
見
知
り
ば
か
り
と
い
う
状
態

で
す
。

　

今
後
は
、
レ
大
の
よ
う
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
拡
充
し
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
の
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
も
集
ま
り
つ
つ
あ
り
と
て
も
う
れ
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
本
学
の
発
展
と
学
生
諸
君
の

活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

︻
略
歴
︼
昭
和
59
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
州
立
大
学
大
学
院
言
語
学
部
英
語
教
育
専

攻
修
士
課
程
修
了
（
応
用
言
語
学
修
士
）、
昭

和
60
年
小
樽
商
科
大
学
言
語
セ
ン
タ
ー
助
手
、

平
成
４
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
７
年
同
助

教
授
、
平
成
10
年
本
学
法
学
部
助
教
授
、
平
成

14
年
同
教
授
（
英
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ⅰ
・
Ⅱ
な

ど
担
当
）

︻
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
︼

研
究
発
表
:「English Only Camp, 

Quasi Immersion Program

」、
論
文
:

「Corpus-based analyses of e-mail 
by Japanese college students.

」（
共

著
）、﹃JACET BU

LLETIN

（
大
学
英
語
教

育
学
会
紀
要
）﹄（
査
読
論
文
）、「P-CHECK

:

Peer Feedback

を
利
用
し
た
発
声
練
習
プ

ラ
グ
イ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」（
共
著
）

国
際
交
流
活
発
化
の
期
待

法学部教授

上
うえ

野
の

之
ゆき

江
え

　

ソ
連
邦
崩
壊
の
３
か
月
後
に
赴
任
し
た
。
新

生
ロ
シ
ア
へ
の
希
望
が
溢
れ
て
い
た
時
期
だ
っ

た
。「
ロ
シ
ア
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
学

生
の
声
が
あ
が
っ
た
。
１
９
９
４
年
か
ら
ロ
シ

ア
へ
の
学
生
引
率
を
18
回
実
施
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
０
１
９
年
の
引
率
が
最
後

と
な
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
語
専
攻
で
も
な
い
の
に
、
ロ
シ
ア
語

を
よ
く
勉
強
し
て
く
れ
る
学
生
達
が
い
た
。
あ

ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
語
を

仕
事
に
生
か
し
て
い
る
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い

る
。
専
攻
が
他
に
あ
っ
た
の
で
、
気
楽
に
勉
強

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
指
導
す
る
側
も
気
楽

だ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
内
乱

と
そ
の
背
後
に
い
る
ロ
シ
ア
と
欧
米
（
＋
日
本
）

の
対
立
。
数
多
く
の
友
人
が
い
る
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
。
平
和
が
戻
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い

る
。

　

少
子
化
も
あ
り
、
大
学
間
の
競
争
は
激
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
本
学
が
そ
れ
を
乗
り
越
え
、

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

︻
略
歴
︼
昭
和
55
年
大
阪
外
国
語
大
学
大
学
院

外
国
語
学
研
究
科
ロ
シ
ア
語
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
（
文
学
修
士
）、
昭
和
56
年
大
阪
繊
維
学

園
向
陽
台
高
等
学
校
教
諭
、
昭
和
61
年
津
田
学

園
津
田
中
高
等
学
校
教
諭
、
平
成
４
年
本
学
教

養
部
講
師
、
平
成
８
年
同
助
教
授
、
平
成
10
年

本
学
共
通
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
部

助
教
授
、
平
成
13
年
本
学
経
済
学
部
教
授
、
平

成
16
年
本
学
経
営
学
部
教
授
、
平
成
20
年
本
学

人
文
学
部
教
授
（
ロ
シ
ア
語
基
礎
Ⅰ
~
Ⅳ
、
ロ

シ
ア
語
文
化
Ⅰ
な
ど
担
当
）

︻
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
︼

著
書
:﹃
入
門
者
お
よ
び
初
心
者
の
た
め
の
ロ

シ
ア
語
文
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄、
翻
訳
:
共
訳

﹃
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ー
ル
ス
キ
ィ
の
ア
イ
ヌ
語
ロ

シ
ア
語
辞
典
﹄、

研
究
発
表
:

ロ
シ
ア
語
を
教
え
る
に
は
良
い

環
境
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

人文学部教授

寺
てら

田
だ

吉
よし

孝
たか

　

平
成
５
年
の
創
設
以
来
人
文
学
部
で
教

え
て
き
ま
し
た
。
更
に
全
校
ま
た
は
学
部

の
カ
ナ
ダ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
の
留
学
経
験
を

経
て
、
多
く
の
学
生
の
言
語
的
、
そ
し
て

感
情
的
な
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
光

栄
で
す
。
海
外
生
活
を
経
験
す
る
と
自
分

の
心
地
よ
い
居
場
所
か
ら
出
る
の
で
心
を

広
げ
る
し
我
々
人
間
に
は
相
違
点
よ
り
も

共
通
点
の
方
が
多
い
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。

学
生
に
は
卒
業
前
に
少
な
く
て
も
一
回
留

学
を
経
験
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
ま
す
。

ま
た
、
米
坂
ゼ
ミ
生
は
英
語
を
利
用
す
る

職
業
に
就
い
て
い
ま
す
。
英
語
教
師
や
英

語
に
関
わ
る
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
る
ゼ
ミ
生

も
い
れ
ば
、
海
外
に
移
住
し
た
ゼ
ミ
生
も

い
ま
す
。
こ
の
30
年
間
で
、
Ｈ
Ｇ
Ｕ
は
夢

を
持
っ
た
学
生
が
ま
さ
に
そ
れ
を
実
現
で

き
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
夢
を
持
ち
、

世
界
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

︻
略
歴
︼
昭
和
58
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州

立
大
学
大
学
院
英
語
修
士
課
程
修
了
（
英
語

学
修
士
）、
昭
和
61
年
札
幌
大
学
女
子
短
期

大
学
部
英
文
学
科
講
師
、
平
成
２
年
同
助
教

授
、
平
成
４
年
本
学
教
養
部
助
教
授
、
平
成

５
年
本
学
人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
助
教

授
、
平
成
14
年
同
教
授
（
英
語
音
声
学
な
ど

を
担
当
）、
平
成
17
年
修
士
課
程
担
当
（
英

語
研
究
特
殊
講
義
・
演
習
な
ど
を
担
当
）

︻
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
︼

研
究
発
表
:「Research-based 

Pronunciation Teaching: How 
and W

hy

」、
論
文
:「Feedback 

on local intelligibility by 
sam

e-L1 learners: Face-to-
face or com

puter-m
ediated?

」  

「A
synchronous online peer 

judgm
ents of intelligibility: 

sim
ple task, com

plex factors.

」

　

１
９
８
６
年
に
新
設
科
目
の
「
天
文
学
」

担
当
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
か
ら
、
今

年
で
37
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
宇
宙

に
つ
い
て
の
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
着
任
後
に
は
研
究
が
進
ま
ず
、

か
な
り
焦
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
、
自
分
を
他
人
と
比
べ

て
も
意
味
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
自
分
に
で
き
る

ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
け
ば
い
い
と
わ
か
っ

た
瞬
間
、
気
持
ち
が
す
っ
と
軽
く
な
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
様

に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
研
究
は
む

し
ろ
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
ら
は
競
争
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
周
り
と
比
べ
て
落
ち
込
ん
だ
り

焦
っ
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
や
れ
る
こ
と
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
何
か
を

や
る
と
き
に
は
そ
れ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を
失
わ

ず
に
進
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

︻
略
歴
︼
昭
和
56
年
京
都
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
、
昭
和
60
年
京

都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

退
学
（
理
学
博
士
）、
昭
和
61
年
北
海
学
園

大
学
教
養
部
講
師
、
平
成
６
年
同
助
教
授
、

平
成
10
年
北
海
学
園
大
学
工
学
部
助
教
授
、

平
成
16
年
同
教
授
（
宇
宙
科
学
、
宇
宙
科
学

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
~
令
和

３
年
入
試
部
長

︻
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
︼

論
文
:
単
著
「Long-term

 V/R 
variations of Be stars due to 
global one-arm

ed oscillations 
of equatorial disks

」、
共
著

「A natural explanation for 
periodic outbursts in Be/X-ray 
binaries

」、
共
著
「O

rigin of two 
types of X-ray outbursts in 
Be/X-ray binaries. I. Accretion 
scenarios

」

世
界
の
舞
台
で
活
躍
期
待

あ
せ
ら
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
も
う

人文学部教授

米
よね

坂
さか

 スザンヌ
工学部教授

岡
おか

崎
ざき

敦
あつ

男
お

　

か
の
学
園
に
生
命
系
の
学
科
が
新
設
さ

れ
る
と
聞
い
て
即
応
募
、
生
命
工
学
科
の

立
ち
上
げ
に
参
画
し
た
。
当
初
、
こ
れ
に

あ
わ
せ
豊
平
校
区
に
工
学
部
ビ
ル
を
建
設

す
る
と
い
う
、
工
学
部
悲
願
の
「
豊
平

移
転
計
画
」
も
進
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が

突
然
計
画
は
白
紙
に
、
あ
げ
く
、
新
学
科

開
設
も
中
止
の
意
向
と
の
こ
と
。
そ
の

後
、
関
係
者
の
不
屈
の
努
力
が
実
を
結

び
、
生
命
工
学
科
１
期
生
を
迎
え
入
れ
た
。

２
０
１
２
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。
入
学
し

て
き
た
１
期
生
は
と
び
き
り
元
気
、
学
科

構
成
教
員
も
幾
度
の
難
局
を
乗
り
越
え
た

こ
と
も
あ
っ
て
か
当
時
は
輝
い
て
い
た
と

思
う
。
あ
れ
か
ら
11
年
。
最
近
は
ど
う
も
、

あ
の
頃
の
輝
き
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
自
分

自
身
な
の
だ
と
気
づ
く
昨
今
で
あ
る
。
ワ

イ
ン
は
年
月
を
経
る
に
従
い
成
分
が
「
澱
」

と
な
っ
て
析
出
し
、
そ
の
結
果
品
質
が
向

上
す
る
。
と
す
る
と
、「
自
身
の
退
職
=
澱

の
析
出
」
で
大
学
の
「
輝
き
が
復
活
=
品

質
が
向
上
」
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に

勝
る
退
職
の
喜
び
は
な
い
。
飲
む
な
ら
「
学

園
ワ
イ
ン
」
２
０
２
２
年
ビ
ン
テ
ー
ジ
間

も
な
く
リ
リ
ー
ス
！

︻
略
歴
︼
昭
和
58
年
北
海
道
大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
化
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
（
理
学

博
士
）、
昭
和
58
年
日
本
学
術
振
興
会
奨
励

研
究
員
、
昭
和
59
年
ス
ク
リ
ッ
プ
ス
臨
床
研

究
財
団
研
究
員
、
昭
和
61
年
北
海
道
大
学
医

学
部
生
化
学
第
一
講
座
助
手
、
昭
和
63
年

中
外
製
薬
（
株
）
東
京
免
疫
薬
理
研
究
所
主

任
研
究
員
、
平
成
４
年
北
海
道
大
学
医
学
部

生
化
学
第
一
講
座
助
手
、
平
成
12
年
北
海
道

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
分
子
生
化
学
講
座

分
子
生
物
学
分
野
助
手
、
平
成
19
年
北
海
道

情
報
大
学
経
営
情
報
学
部
医
療
情
報
学
科
教

授
、
平
成
22
年
本
学
工
学
部
教
授
（
生
化
学

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
修
士
課
程
・
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
生
化
学
特
論
な
ど

担
当
）

︻
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
︼

著
書
:
共
著
﹃
核
酸
医
薬
の
最
前
線
﹄、

論
文
:「A novel DNA vaccine 

targeting m
acrophage 

m
igration inhibitory 

factor protects joints from
 

infl am
m

ation and destruction 
in m

urine m
odels of 

arthritis.

」、「DNA vaccination 
against m

acrophage m
igration 

inhibitory factor im
proves 

atopic derm
atitis in m

urine 
m

odels.

」

澱
の
退
職

工学部教授

小
こ

山
やま

芳
よし

一
かず

退
職
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

皆
さ
ん
は
、
毎
月
の
給
与
明

細
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
学
生
の
方
で
あ
れ
ば
、

バ
イ
ト
代
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
確
認
と

い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
本
学
の
教
職
員
で
あ
れ

ば
紙
で
受
け
取
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　

今
回
は
、
本
学
の
支
給
明
細

書
を
例
に
考
え
た
い
。
右
下
の

差
引
支
給
額
の
み
見
て
終
わ
り

と
い
う
方
も
多
い
か
と
思
う
が
、

控
除
の
意
味

を
知
る
と
、

よ
り
興
味
深

い
も
の
に
な

る
。

　

ま
ず
共
済

短
期
は
「
健

康
保
険
」
の

保
険
料
を
、
共
済
加
入
は
「
年

金
」
の
保
険
料
を
指
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
雇
用
保
険
、
40

歳
を
過
ぎ
れ
ば
介
護
保
険
の

保
険
料
も
併
せ
て
差
し
引
か

れ
て
い
る
。
税
金
は
住
民
税

（
市
町
民
税
）
と
所
得
税
の
２

つ
で
あ
る
。
額
面
を
み
る
と

年
金
へ
の
支
払
い
が
高
い
と

感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
65
歳
に
な
る
と
受
給
で

き
る
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、

若
く
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
、

障
害
が
残
っ
た
場
合
な
ど
は

障
害
年
金
が
出
る
。
現
役
の

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
で
も
、
条
件
を
満
た
せ
ば

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
家

族
に
遺
族
年
金
が
出
る
。
健

康
保
険
は
給
与
が
高
い
ほ
ど

保
険
料
が
上
が
る
（
た
だ
し

上
限
は
あ
る
）
も
の
の
、
基

本
的
に
医
療
機
関
で
の
自
己
負

担
は
３
割
で
済
む
。

　

一
方
、
税
は
そ
れ
と
性
格
が
異

な
る
。
た
と
え
ば
高
い
住
民
税
、

所
得
税
を
納
め
て
も
、

そ
の
見
返
り
に
札
幌

市
の
指
定
ご
み
袋
が

も
ら
え
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
は
個
人

レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、

行
財
政
を
考
え
る
う

え
で
も
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。
よ
り

詳
し
く
い
え
ば
、
財

政
民
主
主
義
の
観
点

か
ら
、
特
定
の
収
入

と
特
定
の
支
出
を
結

び
付
け
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
を
、

ノ
ン
・
ア
フ
ェ
ク
タ

シ
オ
ン
の
原
則
と
い

う
。
人
々
に
能
力
に

応
じ
た
負
担
を
求
め
、

個
々
人
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
給
付
を
行
う
（
そ
れ
は

所
得
再
分
配
に
つ
な
が
る
）
う

え
で
も
こ
の
原
則
は
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
特
に
消
費
税
に

つ
い
て
は
増
税
の
た
び
に
、
そ

の
上
乗
せ
分
を
何
に
使
う
か
と

い
う
（
つ
ま
り
特
定
の
支
出
と

リ
ン
ク
さ
せ
る
）
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
背
景

が
あ
る
。
ま
た
、
実
は
先
ほ
ど

の
社
会
保
険
も
、
制
度
に
よ
っ

て
は
保
険
料
の
み
で
財
源
を
賄

え
て
い
な
い
。
不
足
分
は
公
費
、

つ
ま
り
税
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
障
と

増
税
を
考
え
る
に
は
、
社
会
全

体
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
な
お
、
た
と
え
ば

消
費
増
税
は
逆
進
的
と
い
う
点

が
強
く
批
判
さ
れ
る
が
、
仮
に

そ
の
税
収
が
低
所
得
者
に
分
配

さ
れ
る
な
ら
必
ず
し
も
不
公
平

と
は
い
え
な
い
。
給
与
明
細
は

社
会
の
給
付
と
負
担
を
考
え
る

一
つ
の
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

経
済
学
部
准
教
授

宮み
や

本も
と

章あ
き

史ふ
み

給与明細から社会がみえてくる

　

特
定
技
能
ビ
ザ
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

２
０
１
９
年
は
在
留
外
国

人
数
が
過
去
最
高
の
お
よ

そ
２
９
３
万
人
を
記
録
し

ま
し
た
。
２
０
２
０
年
以
降

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
微
減
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

日
本
の
産
業
に
お
い
て
外

国
人
労
働
者
の
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
本
学
に

着
任
し
て
以
来
、
３
年
生

ゼ
ミ
で
や
さ
し
い
日
本
語

を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て

き
ま
し
た
。
や
さ
し
い
日

本
語
は
、
１
９
９
５
年
の

阪
神
大
震
災
で
多
く
の
在

住
外
国
人
が
正
確
な
情
報

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め

に
二
次
的
な
被
害
を
受
け

た
反
省
か
ら
開
発
さ
れ
た
、

語
彙
や
文
法
を
簡
略
化
し

た
日
本
語
で
す
。
そ
の
後
、

日
本
で
生
活
す
る
外
国
人

が
増
え
た
こ
と
で
、
自
治
体

に
よ
る
生
活
情
報
の
提
供

な
ど
が
や
さ
し
い
日
本
語

で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２

年
度
は
ゼ
ミ

で
市
立
小
樽

美
術
館
で
３

月
４
日
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
企
画
展

「
美
術
館
×
や
さ
し
い
日
本

語　

や
さ
し
い
と
は
？
」

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
や

さ
し
い
日
本
語
は
、「
こ
と

ば
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
、

お
年
寄
り
、
知
的
障
が
い

者
、
日
本
語
の
音
声
言
語

を
母
語
と
し
な
い
聴
覚
障

が
い
者
⋮
⋮
さ
ま
ざ
ま
な

背
景
を
持
つ
人
と
の
や
り

と
り
に
活
用
で
き
る
可
能

性
が
う
た
わ
れ
、
そ
れ
を

実
践
す
る
試
み
が
行
な
わ

れ
つ
つ
あ
る
た
め
で
す
。

こ
の
企
画
展
の
主
旨
は
、

や
さ
し
い
日
本
語
を
と
お

し
て
公
共
性
の
高
い
施
設

で
あ
る
「
美
術
館
」
の
や

さ
し
さ
（
=
配
慮
）
を
再

考
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
美
術
作

品
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
解

説
）
の
や
さ
し
い
日
本
語

へ
の
書
き
換
え
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

や
さ
し
い
日
本
語
が
緊

急
性
の
高
い
情
報
や
生
活

に
必
要
な
情
報
の
提
供
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

の
は
、
そ
の
成
立
と
発
展

の
経
緯
か
ら
考
え
る
と
自

然
な
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
こ
と

ば
を
使
う
の
は
、
必
ず
し

も
生
活
す
る
た
め
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
さ
し

い
日
本
語
の
活
用
の
場
が

さ
ら
に
広
が
り
、
多
様
な

人
々
の
こ
と
ば
を
引
き
出

す
呼
び
水
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

やさしい日本語がもたらすインクルージョン

人文学部准教授

丸
まる

島
しま

歩
あゆみ

市立小樽美術館企画展
「美術館×やさしい日本語」

ポスター
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「
第
29
回
人
文
学
の
挑
戦
」
が

11
月
13
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札

幌
本
店
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
昨
年
１
月
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
バ

ナ
ナ
の
足
、
世
界
を
駆
け
る
│

農
と
食
の
人
類
学
﹄
の

著
者
、
人
文
学
部
・
小

松
か
お
り
教
授
。

　

小
松
教
授
は
、
バ
ナ

ナ
を
主
食
と
す
る
ウ
ガ

ン
ダ
、
カ
メ
ル
ー
ン
と
、

か
つ
て
主
食
だ
っ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
30
年

間
行
っ
て
き
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
多
数
の

写
真
と
と
も
に
解
説
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

に
よ
っ
て
異
な
る
調
理

方
法
や
、
数
十
種
類
は

当
た
り
前
と
い
う
多
様

性
、
栽
培
方
法
な
ど
、
地
域
に

根
ざ
し
た
バ
ナ
ナ
文
化
が
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
宗
教
的
な

意
味
を
持
っ
た
り
、
観
賞
用
と

第
29
回
人
文
学
の
挑
戦

人文学部　小松かおり教授

し
て
楽
し
む
な
ど
、
非
食
用
バ

ナ
ナ
に
価
値
を
見
出
す
と
い
う
。

「
バ
ナ
ナ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、

価
値
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
、
ウ
ガ
ン
ダ
の

よ
う
に
手
を
か
け
れ
ば
豊
か
な

主
食
に
な
り
、
雑
に
扱
っ
て
も

バ
ナ
ナ
は
生
え
続
け
る
。
人
間

が
種
を
蒔
か
な
い
と
生
き
て
い

け
な
い
植
物
と
違
っ
て
、
ど
ん

な
関
係
だ
っ
て
あ
り
得
る
、
人

間
と
バ
ナ
ナ
の
＂
遊
び
の
よ
う

な
緩
い
関
係
〟
が
お
も
し
ろ
い
」

と
話
す
。
講
演
後
は
、
バ
ナ
ナ

ビ
ー
ル
の
味
な
ど
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

地域に根ざしたバナナ文化

経済学部　藤田知也講師（左）

12
月
10
日
・
11
日
に
開
催
さ

れ
た
「
日
本
地
域
経
済
学
会
第

34
回
金
沢
大
会
」
で
、
本
学
経

済
学
部
藤
田
知
也
講
師
の
著
書

﹃
観
光
列
車
の
経
済
学
的
研
究
―

地
方
鉄
道
の
維
持
振
興
と
地
域

活
性
化
に
向
け
て
―
﹄
が
厳
し

い
審
査
を
通
過
し
学
会
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
地
域

経
済
学
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
、

今
後
が
大
い
に
期
待
で
き
る
若

手
研
究
者
を
顕
彰
す
る
た
め
に

２
０
１
２
年
12
月
に
創
設
さ
れ

た
が
過
去
に
受
賞
者
は
な
く
、
藤

田
先
生
が
第
１
号
と
な
っ
た
。

経
済
学
部
藤ふ
じ
田た

知と
も
也や

講
師

日
本
地
域
経
済
学
会

奨
励
賞
受
賞

11
月
５
日
、

国
内
最
大
級
の

法
律
相
談
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

「
弁
護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
」
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
弁
護
士
が

選
ぶ
弁
護
士
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が

発
表
さ
れ
、
本
学
法
学
部
の
淺
野

高
宏
教
授
が
「
労
働
問
題
」
の

分
野
で
見
事
10
位
と
な
っ
た
。

　

こ
の
調
査
は
弁
護
士
ド
ッ
ト

コ
ム
と
週
刊
東
洋
経
済
と
の
共

同
企
画
で
昨
年
９
月
に
実
施
さ

れ
、
弁
護
士
と
法
務
部
員
を
対
象

に
、刑
事
事
件
、労
働
問
題
、ネ
ッ

ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
消
費
者
・
金
銭
、

家
族
問
題
の
５
分
野
で
専
門
性

が
高
い
と
感
じ
る
弁
護
士
を
答

え
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。
淺

野
教
授
は
、
弁
護
士
が
選
ぶ
弁

護
士
ラ
ン
キ
ン
グ
で
の
ト
ッ
プ

10
入
り
と
な
っ
た
。

法
学
部
淺あ
さ

野の

高た
か

宏ひ
ろ

教
授

弁
護
士
ラ
ン
キ
ン
グ

ト
ッ
プ
10
入
り

展示会場の様子

米田教授の作品

　9月23日～10月10日、札 幌 芸 術 の 森
美術館で開催された「北海道の建築展
2022」に、工学部米田浩志教授の作品が
展示された。テーマは「受け継がれて進
む地域性を見つめて」。北海道の代表的
な建築作品を、「〈人間が住む大地〉の
風景」「近代都市の発展と復興」「冬でも
楽しい北の暮らし」「地域と結びついた
素材」「新たなデザイン潮流を開く」とい
う５つのサブテーマに分け、北海道をリー
ドしてきた建築家とともに紹介された。

北海道の建築展2022
工学部 米

よね
田
た

浩
ひろ

志
し

 教授 作品出展

個展会場の様子

　

工
学
部
原
井
憲
二
教
授
が
１
月
14

日
~
29
日
、
札
幌
市
内
の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｙ
創
に
て
個
展
「
彫
刻
の
絵
」

を
開
催
し
た
。　

　

原
井
教
授
は
昨
年
８
月
に
東
京
都

で
も
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。
今
回

は
、
日
本
の
伝
統
紋
様
を
モ
チ
ー
フ

に
、
支
持
体
の
紙
を
精
密
に
カ
ッ
ト

工
学
部
原は

ら
井い

憲け
ん
二じ

教
授

個
展﹁
彫
刻
の
絵
﹂開
催

し
、
背
景
に
存
在
す
る
壁
と
そ
こ
に

映
る
影
で
完
成
す
る
作
品
。
訪
れ
た

人
は
、
一
つ
一
つ
の
作
品
に
見
入
っ

て
い
た
。

●
原
井
憲
二
教
授
の
コ
メ
ン
ト

　

モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
バ
ッ
ク
が
あ

る
と
い
う
地
と
図
の
関
係
、
そ
の
当

た
り
前
の
関
係
を
反
転
し
た
く
て
、

10
年
く
ら
い
前
か
ら
切
り
絵
と
い
う

手
法
で
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
、
当
た
り
前
に
存
在
し
て

い
る
も
の
を
も
う
少
し
違
う
視
点
で

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
が
美
し
い
可
能
性
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
い
う
も
の
を
探
し
て
い

ま
す
。

「絵の具の彫刻」

　

河
川
等
の
自
然
水
の
中
に
含

ま
れ
る
有
機
物
は
、
水
中
あ
る

い
は
そ
の
周
辺
環
境
に
成
立
す

る
生
態
系
に
と
っ
て
基
礎
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
そ

の
水
を
水
道
水
と
し
て
利
用
す

る
場
合
に
は
除
去
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
成
分
も
含
ま
れ
る
た

め
、
特
に
水
源
域
に
お
け
る
水

中
の
有
機
物
の
存
在
や
消
長
を

把
握
す
る
こ
と
は
環
境
保
全
と

飲
料
水
安
全
確
保
の
両
面
か
ら

求
め
ら
れ
る
。

　

本
研
究
は
、
札
幌
市
街
の
身

近
な
水
環
境
で
あ
り
水
道
水
源

と
し
て
も
重
要
な
豊
平
川
を
対

象
と
し
て
、
河
川
流
下
過
程
に

よ
る
有
機
物
の
実
態
の
解
明
と

そ
の
変
化
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
豊
平
川

本
川
の
上
流
域
か
ら
中
流
域
ま

で
と
そ
の
区
間
に
流
入
す
る
主

な
支
川
を
含
め
た
20
地
点
以
上

の
一
斉
河
川
水
質
調
査
を
夏
か

ら
晩
秋
に
か
け
て
異
な
る
時
期

に
４
回
実
施
し
、
特
に
水
に
溶

け
込
ん
で
い
る
有
機
物
（
溶
存

有
機
物
）
を
量
的
・
質
的
に
存

在
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎

的
な
研
究
で
あ
る
。

　

水
源
域
と
な
る
豊
平
川
上
流

域
に
お
い
て
、
溶
存
有
機
物
の

量
的
指
標
で
あ
る
溶
存
態
有
機

物
炭
素
（
Ｄ
Ｏ
Ｃ
）
濃
度
は
、

森
林
河
川
と
し
て
は
標
準
的
な

濃
度
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
豊

平
峡
ダ
ム
か
ら
流
れ
る
豊
平
川

本
流
上
流
お
よ
び
定
山
渓
ダ
ム

を
経
由
す
る
小
樽
内
川
で
Ｄ
Ｏ

Ｃ
濃
度
が
相
対
的
に
高
く
、
利

水
源
と
し
て
の
ダ
ム
湖
の
水

質
監
視
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ

た
。
市
街
地
を
流
れ
る
支
川
や

そ
の
流
入
が
あ
る
中
流
域
に
お

い
て
Ｄ
Ｏ
Ｃ
濃
度
は
上
流
域
と

有
意
な
差
は
な
く
同
程
度
で

あ
っ
た
。
小
流
域
内
に
人
口
が

多
い
南
の
沢
川
や
北
の
沢
川
で

は
１
・
５
ｍ
ｇ
／
Ｌ
程
度
と
他

地
点
よ
り
も
比
較
的
高
か
っ
た

も
の
の
、
腐
敗
を
引
き
起
こ
す

ほ
ど
の
顕
著
な
汚
染
は
生
じ
て

い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

有
機
物
の
全
て
の
調
査
地
点

の
紫
外
部
吸
光
度
と
励
起
蛍
光

３
次
元
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
用
い

た
溶
存
有
機
物
の
質
的
評
価
の

結
果
、
以
下
の
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
為

的
汚
染
の
影
響
が
な
い
上
流
域

で
は
溶
存
有
機
物

の
主
体
は
フ
ミ
ン

質
様
物
質
で
ダ
ム

湖
等
の
河
川
水
の

貯
留
に
よ
り
そ
の

濃
度
が
上
昇
す
る

こ
と
、
落
葉
期
の

森
林
河
川
で
は
他

の
時
期
に
見
ら
れ
な
い
タ
ン
パ

ク
質
様
物
質
が
検
出
さ
れ
、
溶

存
有
機
物
の
構
成
は
常
に
一
定

で
は
な
く
自
然
に
よ
る
影
響

を
受
け
変
化
す
る
こ
と
、
本
流

に
複
数
存
在
す
る
発
電
用
ダ
ム

で
は
川
の
流
れ
が
変
化
す
る
も

の
の
溶
存
有
機
物
の
顕
著
な
質

的
変
化
は
確
認
さ
れ
ず
、
短
い

滞
留
時
間
で
は
溶
存
有
機
物
の

質
的
な
変
化
に
明
確
な
影
響
は

現
れ
な
い
こ
と
、
市
街
地
内
を

流
れ
る
一
部
の
支
川
で
溶
存
有

機
物
の
質
は
本
流
と
は
明
確
に

異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
で
あ

る
。
豊
平
川
の
よ
う
に
比
較
的

清
澄
な
河
川
に
お
け
る
水
中
の

有
機
物
を
監
視
し
そ
の
変
化
を

把
握
す
る
に
は
、
従
来
の
Ｂ
Ｏ

Ｄ
と
い
っ
た
汚
濁
指
標
だ
け
で

な
く
、
吸
光
や
蛍
光
と
い
っ
た

比
較
的
簡
易
な
手
法
で
分
析
可

能
な
水
中
の
溶
存
有
機
物
の
質

的
評
価
を
加
え
て
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

１
９
７
３
年
生
ま
れ
。
２
０
０
１
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
環
境

資
源
工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
２
０
０
１
年
豊
橋

技
術
科
学
大
学
建
設
工
学
系
助
手
、
２
０
０
６
年
国
立
保
健
医
療
科
学
院
水

道
工
学
部
主
任
研
究
官
、
２
０
１
０
年
岐
阜
大
学
工
学
部
准
教
授
を
経
て

２
０
２
０
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
、
衛
生
工
学
、
水
質
工
学
。

豊
平
川
に
お
け
る
流
下
方
向
の

水
中
溶
存
有
機
物
の
量
と
質
の
変
化
を
分
析

北海学園学術研究助成事業報告㉔

河川水中溶存有機物構成の
河川流下過程における変化とその要因の解明

工学部教授  山
やま

田
だ

俊
とし

郎
ろう

研究
課題

写真は調査時の豊平川

人文学部 寺田吉孝教授

テチャーナ・ハターエヴァ氏
（金沢大学国際機構専門業務職員）

リュドミーラ・ベイ氏（ハリコフ大学元准教授） 

　

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
第
10
回

大
会
が
１
月
21
日
、
Ｄ
30
番
教
室

で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
言
語

と
文
化
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
理
解
す

る
」。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か

ら
ほ
ぼ
１
年
が
経
つ
が
、
政
治
以
外

の
「
言
語
」
と
「
文
化
」
の
側
面
か

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
複
雑
な

関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
趣
旨
と
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
本
学
人
文
学
部
の
寺

田
吉
孝
教
授
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い

う
と
こ
ろ
―
地
理
と
歴
史
の
復
習

―
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
９
世
紀

に
東
ス
ラ
ヴ
諸
部
族
を
統
一
し
た
キ

エ
フ
・
ル
ー
シ
の
成
立
か
ら
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
複
雑
な
歴
史
を
解
説
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
リ
ト
ア
ニ

ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
な
ど
様
々

な
国
家
に
よ
る
支
配
が
あ
っ
た
。
と

く
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
ハ
ル
ィ
チ

ナ
ー
地
域
で
は
、
14

世
紀
か
ら
20
世
紀
半

ば
ま
で
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
よ
る
支
配
（
18
世
紀
末
か
ら
20

世
紀
初
頭
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
支

配
、
第
２
次
世
界
大
戦
中
は
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
が
支
配
）
が
あ
っ
た
歴
史
的

事
実
を
解
説
し
た
。
ま
た
、
現
在
、

激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
と
南
部
の
大
部
分
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
も
ロ
シ
ア
人
も
住
ま

な
い
土
地
だ
っ
た
が
、
16
世
紀
以
降

に
ロ
シ
ア
帝
国
が
徐
々
に
領
土
化
し

て
い
っ
た
土
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、
金
沢
大
学
国
際
機
構
専
門

業
務
職
員
で
あ
る
テ
チ
ャ
ー
ナ
・
ハ

タ
ー
エ
ヴ
ァ
氏
（Zoom

参
加
）
が

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
木
造
教
会
堂
建
築

―
歴
史
的
背
景
及
び
構
成
上
の
特

質
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
は
10
世
紀
に
キ

リ
ス
ト
教
（
正
教
）
化
す
る
と
、
ビ

ザ
ン
テ
ィ
ン
（
東
ロ
ー
マ
）
文
化
の

影
響
を
受
け
る
。
15
世
紀
初
頭
に
、

右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
ド
ニ
エ
プ
ル
川

西
岸
）
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ

ト
ア
ニ
ア
に
よ
る
植
民
地
化
で
カ
ト

リ
ッ
ク
の
影
響
が
強
ま
り
、
18
世

紀
末
に
ロ
シ
ア
が
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
ド
ニ
エ
プ
ル
川
東
岸
）
を
併
合
す
る

と
、「
ロ
シ
ア
教
会
会
議
」
は
教
会
様

式
を
ロ
シ
ア
様
式
で
統
一
さ
せ
る
よ

う
命
令
し
た
。

17
世
紀
後
半
か
ら
18
世
紀
後
半
ま

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
バ
ロ
ッ
ク
が
主

流
だ
っ
た
。
ハ
タ
ー
エ
ヴ
ァ
氏
は
建

造
物
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
木
造
教
会
堂
の
基
本
構
成
で

あ
る
校
倉
造
り
（
木
材
を
水
平
に
し

て
重
ね
て
い
く
建
築
様
式
）
や
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
と

し
て
「
ザ
ロ
ム
」（
階
層
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

状
の
多
層
式
塔
を
形
成
す
る
垂
直
の

校
倉
壁
）
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
在
住
の
リ
ュ

ド
ミ
ー
ラ
・
ベ
イ
氏
（
ハ
リ
コ
フ
大

学
元
准
教
授
）
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
」
と
題
し
た
報
告
が
、
寺
田
教

授
に
よ
る
翻
訳
で
代
読
さ
れ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
２
０
１
９
年
７

月
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
国
家
語
と

し
て
の
機
能
保
障
法
」
が
発
効
さ
れ
、

国
家
レ
ベ
ル
の
ロ
シ
ア
語
排
斥
が
意

識
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
東
部
や
南
東
部
は
、
４
０
０
年
以

上
の
間
、
ロ
シ
ア
の
影
響
下
に
あ
っ

た
の
で
、
ロ
シ
ア
人
や
混
血
家
庭
が

多
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
と
っ
て
、

民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
語
の

使
用
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
衝
突

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

ベ
イ
氏
は
「
私
は
単
一
の
国
家
言
語

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
）
の
支
持
者
だ
。
し

か
し
、
他
の
エ
ト
ノ
ス
（
特
定
の
文

化
・
習
慣
を
共
有
す
る
人
々
）
が
居

住
し
て
い
る
地
域
で
は
、
国
家
語
以

外
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全

般
に
お
い
て
そ
の
地
域
の
民
族
語
を

使
用
す
る
権
利
が
あ
る
と
思
う
。
民

族
語
（
ロ
シ
ア
語
を
含
め
て
）
を
圧

迫
し
た
り
、
排
除
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

ベ
イ
先
生
の
報
告
の
補
足
と
し

て
、
寺
田
教
授
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
内
の
多
く
の
土
地
（
都
市
お
よ

び
農
村
部
）
を
訪
問
し
た
経
験
と

キ
エ
フ
を
取
材
し
た
テ
レ
ビ
番
組

（
２
０
１
９
年
制
作
）
に
お
け
る
キ
エ

フ
の
人
達
の
言
語
使
用
（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
正
教
の
聖
職
者
を
除
く
人
達
は
ロ

シ
ア
語
を
使
用
）
に
基
づ
い
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
統
計
資
料
に
あ
る
言
語

使
用
状
況
と
実
際
の
言
語
使
用
状
況

の
乖
離
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
寺
田
教
授
が
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
正
書
法
史
」
と
題
し
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
独
自
の
正
書
法
の
確
立

に
至
る
歴
史
や
ハ
ル
イ
チ
ナ
ー
に
お

け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
影
響
を
述
べ

た
。

北
海
学
園
大
学
人
文
学
会

第
10
回
大
会

言
語
と
文
化
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
理
解
す
る

ウクライナ

キーウ
（キエフ）

モスクワ

リヴィウ

黒海

ロシア

ポーランド

ベラルーシ

茶色は 9 ～ 12 世紀の
「キエフ・ルーシ大公国」
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本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
十
回
は
、
認
知
心
理

学
・
生
涯
発
達
心
理
学
の
講
義

を
担
当
す
る
経
営
学
部
の
進
藤

将
敏
准
教
授
の
登
場
で
す
。

ー
ー
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

進
藤
秋
田
県
で
す
。
県
内
の
高

校
を
出
て
、
心
理
学
と
教
育
学
が

学
べ
る
大
学
に
進
ん
だ
も
の
の
、

実
は
「
将
来
こ
れ
を
や
り
た
い
」

と
い
う
も
の
が
明
確
に
あ
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
。

ー
ー
そ
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
研
究

者
の
道
へ
進
ま
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

進
藤
教
養
課
程
で
と
っ
た
発
達

心
理
学
の
講
義
が
面
白
か
っ
た
、

と
い
う
の
が
最
初
の
き
っ
か
け

で
す
。
そ
れ
で
「
人
の
心
を
科

学
的
に
見
る
こ
と
」
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
卒
業
研

究
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
夢
中

に
な
り
、
気
が
付
け
ば
大
学
院

で
、
あ
と
は
研
究
者
に
な
る
し

か
な
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）。

ーー
学
生
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の

研
究
テ
ー
マ
は
〈
幼
児
期
に
お

け
る
描
画
発
達
〉
で
す
が
、
何

か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す

か
？

進
藤
大
学
生
の
こ
ろ
、
街
中
と

か
駅
の
構
内
と
か
に
貼
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
絵
を
見
て
、
ふ

と
疑
問
に
思
っ
た
ん
で
す
。
子

ど
も
の
絵
は
色
使
い
と
か
描
線

の
描
き
方
と
か
大
人
の
絵
と
は

全
然
違
っ
て
い
て
、
彼
ら
は
ど

う
い
う
意
図
で
そ
う
描
い
て
い

る
ん
だ
ろ
う
、
と
。

　

恐
ら
く
子
ど
も
た
ち
の
世
界

の
見
方
、
つ
ま
り
認
知
の
仕
方

に
関
係
が
あ
る
は
ず
で
、
認
知

の
発
達
と
描
画
の
発
達
に
は
関

係
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考

え
て
、
本
格
的
に
研
究
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
二
、三
歳
児
で
す
と
ま

だ
マ
ル
描
い
て
そ
こ
に
手
足
が

生
え
て
い
る
み
た
い
な
絵
し
か

描
か
な
か
っ
た
の
に
四
、五
歳
ぐ

ら
い
に
な
る
と
地
面
と
か
太
陽

を
描
く
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り

認
知
の
発
達
に
伴
い
「
上
下
」

の
空
間
概
念
が
絵
に
持
ち
込
ま

れ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。

ー
ー
幼
児
を
対
象
に
し
た「
実
験
」

は
、
な
か
な
か
難
し
そ
う
で
す

ね
。

進
藤

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ

り
い
き
な
り
僕
ら
が
幼
稚
園
に

い
っ
て
初
対
面
の
子
ど
も
に
「
絵

を
描
い
て
ね
」
と
言
っ
て
も
、

警
戒
さ
れ
て
描
い
て
く
れ
ま
せ

ん
（
笑
）。
で
す
か
ら
実
験
を
す

る
と
き
は
必
ず
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
ご
飯
を
食

べ
た
り
し
て
、
信
頼
を
得
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
こ
れ
は

僕
に
限
ら
ず
「
幼
児
系
の
心
理

学
研
究
者
あ
る
あ
る
」
だ
と
思

い
ま
す
。

ー
ー
最
近
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

ご
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

進
藤
描
画
の
発
達
が
描
画
以
外

の
行
動
領
域
や
教
育
面
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
の
か
に
関
心

が
あ
り
ま
す
。
幼
児
期
の
描
画

の
発
達
そ
の
も
の
は
、
心
理
学

で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
扱
わ

れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
す
が
、
近

年
で
は
感
情
面
の
発
達
と
の
関

連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

例
え
ば
子
ど
も
の
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
の
分
野
で
は
描
画
が
自
己

感
情
の
理
解
に
役
立
ち
、
そ
の

理
解
が
他
者
感
情
の
理
解
へ
と

繋
が
る
と
い
う
知
見
が
得
ら
れ

つ
つ
あ
っ
て
、
こ
れ
を
応
用
し

て
次
の
よ
う
な
実
験
を
し
ま
し

た
。

①
ま
ず
幼
児
に
他
者
（
兄
弟
や

友
達
）
と
の
交
流
の
場
面
（「
一

緒
に
遊
ん
だ
」
な
ど
）
に
つ
い

て
絵
に
描
い
て
も
ら
う
。
②
そ

の
描
画
の
最
中
に
、
そ
の
と
き

の
自
分
の
行
動
・
気
持
ち
、
友

達
の
行
動
・
気
持
ち
な
ど
に
つ

い
て
話
し
て
も
ら
い
、
言
及
し

た
数
を
記
録
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
初
期
の
段
階
で

は
、
自
分
の
行
動
や
自
分
の
感

情
に
つ
い
て
言
及
す
る
数
が
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
一
方
、
友
達
に
関
す
る

言
及
に
は
変
化
が
見
ら
れ
に
く

か
っ
た
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

描
画
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ま

ず
自
己
理
解
の
過
程
を
経
た
後
、

他
者
感
情
へ
の
理
解
が
生
じ
る

の
で
は
、
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

ーー
描
画
が
感
情
面
の
発
達
を
促

す
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

進
藤

そ
う
な
ん
で
す
。
描
画

の
効
果
は
幼
児
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
て
、
例
え
ば
大
学
生

を
対
象
に
「
人
物
像
」
を
描
い

て
も
ら
う
と
、
ほ
ぼ
全
員
が
直

立
し
た
正
面
向
き
の
人
物
を
描

く
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
今
度
は
、

斜
め
下
の
難
し
い
ア
ン
グ
ル
か

ら
見
た
人
物
像
を
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
見
本
を
参
考
に
定

期
的
に
描
い
て
も
ら
っ
て
、
そ

の
後
の
実
行
機
能
（
行
動
、思
考
、

感
情
を
制
御
す
る
能
力
）
の
状

態
を
測
定
し
た
ん
で
す
。
す
る

と
、
こ
の
難
し
い
描
画
課
題
に

ま
じ
め
に
取
り
組
ん
だ
学
生
は
、

「
計
画
性
」
だ
っ
た
り
「
自
己
制

御
」
と
い
っ
た
実
行
機
能
の
自

己
評
価
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

少
し
だ
け
手
を
加
え
た
「
お

絵
描
き
」
活
動
を
被
験
者
に
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
点
が
、

社
会
実
践
と
い
う
観
点
か
ら
も

非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ー
ー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

進
藤
僕
が
見
る
限
り
、
最
近
の

学
生
は
「
人
に
対
す
る
興
味
」
を

ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
中
に
は
「
何
で
経
営
学
部
で

心
理
学
を
扱
う
の
？
」
と
い
う
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
い
う
も
の
は
、
人
と
人

が
関
わ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
す

か
ら
、
心
理
学
を
通
じ
て
人
間
に

つ
い
て
深
く
知
っ
た
り
、
新
た
な

気
づ
き
を
得
る
こ
と
は
社
会
に
出

て
か
ら
も
き
っ
と
役
立
つ
は
ず
で

す
。
そ
れ
は
現
在
の
自
分
の
み
な

ら
ず
、
未
来
の
自
分
の
心
理
面
の

成
長
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

経営学部経営情報学科    

進
し ん

藤
ど う

将
ま さ

敏
と し

准教授

【認知心理学、生涯発達心理学】

研究室を
訪ねて Vol.

10

東北大学大学院教育学研究科博
士課程後期修了。博士（教育学）

（東北大学）。研究テーマは、幼
児期における描画発達に関する
研究。

進藤先生の
プチ解説

　生物進化的な見方をすれば、絵を上手に描く芸術能力は、
優秀な遺伝子の持ち主であるアピールになるので、人から
モテたり稼げるのかもしれません。他にも、描画は思考の
補助ツールになり得る（例：図などを描くことで理解が深ま
る）、または、描画技能は人類が道具を使用するようになっ
て手指の運動発達が進んだことによる副産物に過ぎないと
いった考えもあります。
　このように諸説ある中、個人的には次の説が最も人間ら
しくてお気に入りです。それは、描くこと自体が「生きる
喜びにつながる」説です。実際に子どもたちを観察すると、
彼らはペンを持った手の動きに即応して紙に痕跡が残るこ
とに感動し、そこから思いがけず新しいイメージが浮かん
でくることを面白がり、それを他者（先生や友だち）と共
有して楽しんでいます。描くことには、それ自体を楽しみ
ながら人と人をつなぐ役割があるのではないでしょうか。

人間はなぜ絵を描くのか？

感情に関する言及数の変化と描画活動の関連

前職のときにハリウッドで青森ねぶたを披露

な
ぜ
経
営
学
部
で

心
理
学
を
学
ぶ
の
か
？

子
ど
も
た
ち
の
絵
に
研
究
の
ヒ
ン
ト
が

　「
お
絵
描
き
」
で
広
が
る
認
知
発
達
心
理
学
の
世
界

書 籍 紹 介 　

拙
著
﹃
国
語
教
育
と
英
語
教

育
を
つ
な
ぐ
―
「
連
携
」
の

歴
史
、
方
法
、
実
践
﹄
は
、

２
０
１
８
年
10
月
に
提
出
し
た

博
士
論
文
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
論
文
は
幸
い
に
も
、

２
０
２
２
年
４
月
に
第
３
回
東

京
大
学
而
立
賞
を
受
賞
し
、
東

京
大
学
の
学
術
成
果
刊
行
助
成

を
得
て
刊
行
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

私
は
高
校
生
の
と
き
か
ら
、

国
語
と
英
語
が
好
き
だ
っ
た
。

そ
こ
で
大
学
で
は
国
語
と
英
語
、

両
方
の
教
員
免
許
を
取
得
し
た
。

さ
ら
に
大
学
院
で
は
、「
国
語
と

英
語
は
別
々
に
教
え
る
よ
り
も
、

関
連
づ
け
て
教
え
た
方
が
、
言

語
教
育
全
体
で
効
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
仮
説
を
検
証
す
る
こ
と

に
し
た
。
注
目
し
た
の
は
歴
史

と
実
践
方
法
で
あ
る
。
歴
史
に

つ
い
て
は
、
い
つ
頃
か
ら
「
国

語
と
英
語
は
連
携
す
べ
き
」
と

い
う
提
言
が
存
在
し
た
の
か
知

り
た
い
と
考
え
、
来
る
日
も
来

る
日
も
東
大
の
書
庫
で
過
ご
し

た
。
そ
の
結
果
、
明
治
時
代
か

ら
連
綿
と
「
連
携
」
の
提
言
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

そ
れ
で
も
「
連
携
」
が
実
現

し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、「
国

語
と
英
語
は
全
然
違
っ
た
教
科
」

と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
英
語
は
一
か
ら
単
語
・
文

法
・
発
音
を
学
び
、
基
礎
的
な

運
用
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
主
眼
を
置
く
。
そ
れ
に
対
し

て
国
語
は
主

に
文
学
作
品

を
読
ん
で
、

感
性
を
豊
か

に
し
、
情
緒

を
育
む
教
科

と
考
え
る
教

員
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
21
世
紀
に
入
っ
て

状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
国

語
で
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
「
読
解
力
」

調
査
等
を
き
っ
か
け
に
、
実
用

的
な
文
章
を
対
象
と
し
た
教
科

横
断
的
能
力
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
英
語
で
も
、

外
国
語
学
習
の
土
台
と
な
る
の

は
母
語
の
力
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の

結
果
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は

国
語
と
英
語
が
連
携
し
て
言
語

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
打
ち

出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で

課
題
と
な
る
の
は
実
践
方
法
で

あ
る
が
、
本
書
で
は
、
国
語

教
員
と
英
語
教
員
が
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ

事
例
や
、
国
語
教
員
が
夏
目
漱

石
﹃
こ
こ
ろ
﹄
の
英
訳
を
扱
っ

た
事
例
、
英
語
教
員
が
日
本
語

の
評
論
文
の
読
解
方
法
を
踏
ま

え
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
指
導
を
行
っ
た
事
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

教
育
と
り
わ
け
言
語
教
育
は
、

そ
の
国
の
未
来
を
作
る
営
み
で

あ
る
。
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
、

新
し
い
言
葉
の
学
び
を
創
出
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
書
が
今
後

の
言
語
教
育
の
在
り
方
を
考
え

る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

国
語
と
英
語
を
連
携
さ
せ
る

　
﹃
ア
イ
ヌ
語
・
ロ
シ
ア
語
辞

典
﹄
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、

今
か
ら
１
５
０
年
ほ
ど
前
の

１
８
７
５
年
で
あ
る
。
著
者
の

ミ
ハ
イ
ル
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ー

ル
ス
キ
ィ
は
、
１
８
６
７
年
~

１
８
７
２
年
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在

中
、
ロ
シ
ア
軍
軍
医
と
し
て
活

動
す
る
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
語

の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
結
核

の
た
め
サ
ハ
リ
ン
を
離
れ
、
故

郷
で
療
養
し
た
が
、
１
８
７
４

年
に
38
歳
で
死
去
し
た
。
本

書
は
、
兄
の
カ
ザ
ン
大
学
教

授
イ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ブ
ロ
ト

ヴ
ォ
ー
ル
ス
キ
ィ
が
弟
の

遺
稿
を
ま
と
め
、
弟
の
死

の
翌
年
に
発
行
し
た
も
の

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

著
者
自
身
に
よ
っ
て
編
集

や
校
正
が
な
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
誤
植
、
不
備

な
ど
が
か
な
り
見
受
け
ら

れ
る
著
作
で
あ
る
。

　

こ
の
辞
典
の
最
も
大
き

な
価
値
は
、
自
身
で
採
録

し
た
語
数
の
多
さ
で
あ

る
。
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ

語
の
語
彙
を
収
録
し
た
も
の
と

し
て
は
、
今
も
っ
て
最
大
級
の

規
模
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

医
者
と
し
て
、
住
民
と

し
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
達

と
の
交
流
が
親
密
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
日
常

的
に
彼
ら
と
接
し
て
ア

イ
ヌ
語
を
聞
き
取
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
辞

典
に
お
け
る
例
文
に
は
、

当
時
の
生
活
に
根
差
し

た
生
き
生
き
と
し
た
言

語
生
活
が
窺
え
る
。

　

本
書
の
翻
訳
は
、
か

な
り
前
か
ら
幾
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
理
由
に
よ

り
完
成
し
な
か
っ
た
。

１
９
９
４
年
、
北
海
学

園
大
学
の
同
僚
の
藤
村

久
和
氏
（
ア
イ
ヌ
文
化

論
）
か
ら
本
書
翻
訳
の
打
診

が
あ
っ
た
。
学
術
的
な
貢
献

に
な
る
と
判
断
し
、
本
書
の

翻
訳
に
着
手
し
た
。
翻
訳
は
、

１
９
９
５
年
か
ら
２
０
１
９
年

ま
で
、
26
回
に
わ
た
っ
て
、﹃
学

園
論
集
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
。
途

中
、
２
度
の
中
断
（
１
９
９
７

~
２
０
０
９
年
、
２
０
１
４
~

２
０
１
６
）が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

訳
出
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
た
。

さ
ら
に
、２
０
１
９
年
以
降
も
、

修
正
や
校
正
等
で
２
年
以
上
を

要
し
た
。
発
行
を
待
た
れ
て
い

た
方
が
お
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

誠
に
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た

と
反
省
し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
３

年
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
語
翻

訳
・
通
訳
者
の
安
田
節
彦
氏

（
大
阪
外
国
語
大
学
の
同
級
生
、

２
０
１
４
年
死
去
）
の
協
力
が

得
ら
れ
た
。
今
回
の
翻
訳
書
刊

行
は
、
ア
イ
ヌ
語
研
究
者
の

方
々
の
応
援
と
と
も
に
、
安
田

節
彦
氏
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。

150年の眠りから覚めた貴重な資料

 『M.M.ドブロトヴォールスキィの
 アイヌ語・ロシア語辞典』

M.M. ドブロトヴォールスキィ 著
寺田吉孝・安田節彦 訳
共同文化社 2022 年

人
文
学
部
教
授

寺て
ら

田だ

吉よ
し

孝た
か

を

柾木 貴之
経済学部准教授

まさ き     たか ゆき

自著自著
語る 32

 『国語教育と
　英語教育をつなぐ
「連携」の歴史、方法、実践』

柾木貴之 著
東京大学出版会 2023 年
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経
営
学
部
・
経
営
学
科
４
年
齊
藤

友
音
さ
ん
、
佐
藤
大
河
さ
ん
、
寳

嶋
響
子
さ
ん
の
３
名
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｆ

Ｊ
日
本
政
策
学
生
会
議
に
お
い
て

「
２
０
２
２
年
度
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
分

科
会
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｊ
日
本
政
策
学
生
会
議
は
、

全
国
の
大
学
生
が
社
会
問
題
の
解
決

Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｊ
日
本
政
策
学
生
会
議

２
０
２
２
年
度
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
分
科
会
賞

を
目
指
し
て
考
案
し
た
政
策
提
言
の

成
果
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
開

催
し
て
い
る
。
今
年
は
２
０
２
２
年

12
月
10
日
に
日
本
大
学
と
明
治
大
学

で
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

３
名
は
「
カ
ム
イ
政
策
―
エ
ゾ
シ

カ
の
循
環
で
、
次
世
代
に
繋
が
る
豊

か
な
北
海
道
の
文
化
を
創
造
す
る
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
地
方
創
生
に
関

す
る
政
策
提
言
を
行
っ
た
。
大
学
２

年
の
と
き
、
北
海
道
で
深
刻
な
農
作

物
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
エ
ゾ

シ
カ
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
の
後
、

食
肉
処
理
施
設
や
ハ
ン
タ
ー
、
役
場

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
重
ね
て

き
た
。
そ
し
て
、
自
然
と
人
間
の
共

生
を
実
現
さ
せ
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族

に
伝
わ
る
昔
話
「
カ
ム
イ
を
射
止
め

た
男
の
子
」
か
ら
着
想
を
得
て
、
持

続
可
能
な
エ
ゾ
シ
カ
の
循
環
型
シ
ス

テ
ム
を
考
案
し
、
経
営
学
的
視
点
を

応
用
さ
せ
課
題
解
決
を
図
る
政
策
を

提
言
し
た
。

　

寳
嶋
響
子
さ
ん
は
、「
全
国
レ
ベ
ル

で
入
賞
で
き
た
喜
び
を
か
み
し
め
る

と
同
時
に
、
他
大
学
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
政
策
提
言
か
ら
大
い
に
刺
激
を
受

け
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

齊さ
い

藤と
う

友ゆ
う

音と

︵
経
営
学
科
４
年
︶

佐さ

藤と
う

大た
い

河が

︵
経
営
学
科
４
年
︶

寳た
か
ら

嶋じ
ま

響き
ょ
う

子こ

︵
経
営
学
科
４
年
︶

左から、経営学部経営学科 4 年佐藤大河さん（内藤永研
究室所属）、寳嶋響子さん（同）、齊藤友音さん（同）

　

当
演
習
で
は
、
生
産
者
の
ス

ト
ー
リ
ー
や
消
費
者
の
個
別
の

嗜
好
性
が
消
費
行
動
に
直
結
す

る
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
経
営

学
の
貢
献
を
検
討
し
、
そ
の
た

め
の
組
織
の
実
践
を
学
ぶ
た
め

に
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
商
品

企
画
と
醸
造
を

行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度

は
豊
平
区
平
岸

に
醸
造
所
を
構

え
る
ト
ラ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン

グ
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

企
画
者
で
あ
る
学
生
た
ち
は
日

頃
ビ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
こ
と
も

あ
り
企
画
は
難
航
し
ま
し
た
が
、

い
く
つ
か
の
案
を
立
案
し
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
み
ま

し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
案
の
中
か
ら
「
シ

マ
エ
ナ
ガ
」
や
「
蜂
蜜
」
な
ど

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
選
び
、
シ
マ

エ
ナ
ガ
の
よ
う
に
白
い
ウ
ィ
ー

ト
エ
ー
ル
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

採
用
し
た
「Honey Kaw

aii 
A

le

」
を
醸
造
し
ま
し
た
。
醸
造

に
使
用
し
た
蜂
蜜
は
、
株
式
会

社
恵
和
ビ
ジ
ネ

ス
様
が
中
央
区

の
自
社
ビ
ル
の

屋
上
で
養
蜂
し

た
も
の
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
蜂
蜜
を

副
原
料
に
使
用

し
た
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が

高
く
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
や

若
い
世
代
に
「
刺
さ
る
」
商
品

が
完
成
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン
グ

様
の
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
（
狸
小
路

Ｈ
Ｕ
Ｇ
イ
ー
ト
内
）
や
札
幌
市

内
の
飲
食
店
等
で
提
供
さ
れ
ま

す
の
で
、
若
者
だ
け
で
な
く
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
愛
す
る
み
な

さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

「Honey Kawaii Ale」のポスター

経営学部 中村研究室

クラフトビールの商品企画と醸造プロジェクト実施

　

工
学
部
生
命
工
学
科
で
は
八
剣
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
（
亀
和
田
俊
一
社
長
・

札
幌
市
南
区
）
と
連
携
し
ワ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、
大
学

の
研
究
の
成
果
が
活
か
さ
れ
た
ワ
イ

ン
が
今
年
も

発
売
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
５
年
目
と
な
る
今
年
は
、
赤
ワ

イ
ン
・
白
ワ
イ
ン
・
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
の
３
種
を
醸
造
。
こ

れ
ら
の
ワ
イ
ン
に
は
、
土
地
の
個
性

を
重
視
し
た
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
目
指

し
新
沼
協
研
究
室
が
八
剣
山
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑
か
ら
単
離
・
選
抜

し
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
醸
造
好

適
酵
母
Ｈ
Ｇ
Ｕ
￨
１
４
０
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。

12
月
に
は
他
の
２
種
に
先
立
ち
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ロ
ゼ
が
完
成
、
学
内

予
約
受
け
渡
し
会
が
行
わ
れ
た
。
華

や
か
な
色
と
ベ
リ
ー
系
の
香
り
が
特

徴
の
ワ
イ
ン
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、

購
入
者
か
ら
は
「
昨
年
購
入
し
た
白

ワ
イ
ン
が
美
味
し
か
っ
た
の
で
、
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
も
と
思
い
予
約
し
た
」

な
ど
、
嬉
し
い
声
が
聞
か
れ
た
。

　

赤
ワ
イ
ン
お
よ
び
白
ワ
イ
ン
の
完

成
は
２
０
２
３
年
春
を
予
定
。
赤
ワ

イ
ン
に
は
従
来
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母

Ｈ
Ｇ
Ｕ
￨
１
４
０
に
加
え
、
今
年
度

新
た
に
選
抜
し
た
酵
母

Ｈ
Ｇ
Ｕ
￨
１
５
４
も
使

用
。
研
究
に
携
わ
っ
た

学
生
ら
は
「
自
分
が
研
究
に
携
わ
っ

た
酵
母
で
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
が
、
実

際
に
商
品
化
す
る
の
で
嬉
し
い
。
努

力
の
成
果
を
多
く
の
人
に
も
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン

は
八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
他
、

市
内
酒
販
店
で
購
入
可

能
。
詳
細
は
学
園
オ
リ
ジ

ナ
ル
ワ
イ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://hguwine.

wixsite.com/mysite-1

）。

鮮やかな色が特徴のスパークリングロゼ

2022 年 12 月に行われた学内予約受け渡
しの様子

学園オリジナ
ルワインHP

「
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
」

2022年度

今
年
も

発

売

　

一
般
教
育
科
目
社
会
科
学
特

別
講
義
の
一
つ
と
し
て
「
Ｇ
Ｉ

Ｓ
現
地
調
査
基
礎
」
と
い
う
科

目
が
今
年
度
新
た
に
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
科
目
は
、
す
で

に
開
講
さ
れ
て
い
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｓ

現
地
調
査
入
門
」
の
展
開
科
目

に
あ
た
り
ま
す
。「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
現
地

調
査
入
門
」
で
学
ん
だ
方
法
、

具
体
的
に
は
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
活
用
し
な
が

ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
自
ら
の
足
で
情
報
を
集
め
、

デ
ー
タ
作
成
す
る
方
法
を
、
大

学
の
外
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
実
際
に
適

用
し
て
み
る
こ
と

を
目
的
に
こ
の
科

目
は
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
年
度
と
な
る

今
回
は
「
小
樽
市
」

を
対
象
に
、
１
泊

２
日
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。
１
日
目

は
小
樽
市
総
合
博
物
館
で
学
芸

員
の
方
か
ら
小
樽
市
の
概
要
を

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
教

員
の
案
内
で
通
常
の
観
光
地

と
は
異
な
る
小
樽
の
周
辺
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
た
り
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
学
生
が
自

身
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ

き
各
々
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
学
年
も
学
部
も
さ

ま
ざ
ま
な
学
生
６
名
が
受
講
し

ま
し
た
。
調
査
テ
ー

マ
も
、
小
樽
の
ト
ン

ネ
ル
の
今
昔
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
解
析
に
よ
っ
て
算
出

さ
れ
た
観
光
ル
ー
ト
の
検
証
、

伊
藤
整
「
幽
鬼
の
街
」
の
舞
台

を
歩
く
な
ど
個
性
的
な
も
の
ば

か
り
で
し
た
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
成
果
を「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ

プ
」
に
ま
と
め
、
最
後
に
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
の

調
査
対
象
地
域
は
「
石
狩
川
流

域
」
の
予
定
で
す
。

（
人
文
学
部
講
師　

谷
端
郷
）

フィールドワークの様子（北海道新幹線新小樽駅
（仮称）予定地）

初年度の調査対象地域は小樽
「GIS現地調査基礎」新規開講！一 般 教 育 科 目

社会科学特別講義

受講生が作成したストーリーマップの例
（人文学部・武田佑希子さん作成）

５
年
目
の
今
年
は
赤
、白
、ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ロ
ゼ

消
費
者
の
嗜
好
と
消
費
行
動
か
ら

新
た
な
時
代
の
経
営
学
を
学
ぶ

トランスブリューイング様の工場見学風景

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
し
て
い
る
「
人
脈
記
」。
前
回

登
場
の
菊
地
英
司
さ
ん
が
、
同

期
で
北
海
道
建
設
部
ま
ち
づ
く

り
局
都
市
環
境
課
に
勤
務
す
る

伊
勢
洋
紀
氏
を
紹
介
し
て
く
れ

た
。

■　

■　

■

　

現
部
署
に
配
属
さ
れ
て
一
年
。

伊
勢
さ
ん
は
主
に
、
市
町
村
の
市

街
地
整
備
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
を

担
当
し
て
い
る
。
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
道

は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
奨

し
て
お
り
、
都
市
機
能
施
設
を

集
約
し
て
人
々
の
交
流
を
促
し
、

ま
ち
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い

う
市
町
村
の
事
業
に
対
す
る
支

援
だ
。

　
「
市
町
村
が
国
の
補
助
金
を
申

請
す
る
に
あ
た
り
、
国
と
の
仲
介

役
と
し
て
、
要
件
や
事
業
内
容

な
ど
を
精
査
し
ま
す
。
具
体
的

な
事
業
内
容
は
、
ま
ち
の
活
性

化
に
必
要
な
建
物
の
建
設
費
用

や
、
車
道
の
拡
幅
工
事
な
ど
様
々

で
す
。
市
町
村
の
重
要
政
策
と

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
予

算
の
規
模
も
大
き
い
の
で
、
間

違
い
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
」

　

平
成
28
年
度
の
都
市
再
生
整

備
計
画
事
業
（
旧
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
）
で
は
、
木
古
内
町
が

国
か
ら
表
彰
さ
れ
た
事
例
を
挙

げ　
「
道
の
駅
を
つ
く
っ
て
来
館

者
が
当
初
計
画
の
３
倍
以
上
を

記
録
し
た
そ
う
で
す
。
こ
う
い

う
事
例
を
見
る
と
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
ね
」
と
語
る
。

■　

■　

■

　

現
部
署
の
前
は
令
和
３
年
４

月
か
ら
一
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
指
揮

室
に
配
属
さ
れ
、
主
に
保
健
所

支
援
に
あ
た
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
発
症
か
ら
約
１
年
が
経
っ

て
い
た
も
の
の
、
令
和
３
年
５

月
16
日
か
ら
６
月
20
日
、
８
月

27
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
２
度

の
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
し
た

期
間
で
も
あ
る
。

　
「
保
健
所
の
搬
送
調
整
に
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

の
搬
送
を
民
間
業
者
に
委
託
し

た
り
、
あ
と
何
台
必
要
で
、
ど

こ
の
病
院
に
搬
送
す
る
か
、
そ

う
い
っ
た
や
り
と
り
の
毎
日
で

し
た
。
今
ま
で
い
ろ
ん
な
部
署

を
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
や
は

り
コ
ロ
ナ
指
揮
室
。
貴
重
な
経

験
で
し
た
」■　

■　

■

　

大
学
を
卒
業
し
、
製
薬
会
社

に
就
職
し
た
。
営
業
と
し
て
働

い
た
が
、
１
年
で
退
職
。
３
年

間
フ
リ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
。

　
「
一
年
目
は
何
も
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
す
が
に
二
年

目
で
、
何
か
し
な
き
ゃ
と
考
え
、

性
格
的
に
利
益
追
求
よ
り
は
公

務
員
の
方
が
合
っ
て
い
る
な
と
、

公
務
員
試
験
の
勉
強
を
始
め
た

ん
で
す
」

　

大
学
の
図
書
館
で
勉
強
し
、

科
目
に
よ
っ
て
は
予
備
校
に
も

通
っ
た
。
試
験
勉
強
を
始
め
た

年
は
失
敗
し
、
次
の
年
に
道
庁

に
入
庁
し
た
。

　
「
さ
す
が
に
、
勉
強
は
し
ま
し

た
。
お
金
も
な
か
っ
た
で
す
し
。

で
も
、
焦
り
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ

た
で
す
ね
。

先
を
考
え
て

も
ど
う
し
よ

う
も
な
い
の

で
、
や
る
こ

と
を
や
っ
て
か
ら
考
え
れ
ば
い

い
か
な
と
」

　

辞
め
る
の
は
自
分
の
判
断
。
そ

し
て
自
分
の
将
来
を
決
め
る
の

も
自
分
だ
。
あ
ら
た
め
て
当
時

を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
何
と
か
な
り
ま
す
が
、
何
か

し
な
い
と
何
に
も
な
ら
な
い
。
ベ

ク
ト
ル
を
ち
ゃ
ん
と
（
目
指
す
方

向
に
）向
け
な
い
と
。
今
思
う
と
、

私
が
会
社
を
辞
め
た
の
は
︿
逃

げ
﹀
で
し
た
が
、当
時
は
︿
前
進
﹀

と
考
え
た
。
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、︿
逃

げ
﹀
と
捉
え
る
か
︿
前
進
﹀
と

捉
え
る
か
、
そ
れ
も
自
分
次
第

で
す
」

[
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]
平
成
12
年
北
海
学
園

大
学
経
済
学
部
卒
業
。
同
年
製
薬
会
社
に

就
職
。
翌
年
退
職
。
平
成
16
年
、
北
海
道

庁
入
庁
。
現
在
、
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
環
境
課
。

学園学園人人脈記脈記第22 回

北海道建設部 まちづくり局 都市環境課

伊
い せ

勢 洋
ひろ の り

紀 氏
経済学部経済学科 平成11年度卒・47 期生

「
逃
げ
」で
は
な
く「
前
進
」

自
分
の
ベ
ク
ト
ル
を
大
切
に
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２
０
１
７
年
度
か
ら
沼
田
町
で
始
め
た
空

き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

特
徴
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
と
、

学
生
が
実
体
験
を
通
じ
建
築
や
地
域
と
向
き

合
う
機
会
の
創
出
に
あ
る
。

　

今
年
度
の
最
終
作
業
日
程
は
９
月
13
日
か

ら
６
泊
７
日
。
総
勢
18
名
の
学
生
が
作
業
し

た
。
完
成
に
向
け
て
壁
紙
貼
り
、
珪
藻
土
や

塗
料
塗
り
、
見
切
り
材
の
取
り
つ
け
、
タ
イ

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
敷
き
込
み
と
い
っ
た
、
各

所
の
組
み
付
け
と
仕
上
げ
を
行
い
、
最
後
に

す
べ
て
の
養
生
を
剥
が
し
て
完
成
し
た
。
10

月
19
日
の
お

披
露
目
は
台
風

の
到
来
で
雨
模

様
だ
っ
た
が
、

約
20
名
の
町

民
に
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
労
い
と

お
褒
め
の
言
葉

を
頂
い
た
。

工
学
部
岡
本
研
究
室

空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成

神
じん

馬
ば

文
ふ み

男
お

 氏（生涯学習出前講師）
経済学部経済学科 昭和 29 年度卒・2 期生

　

１
９
２
６
年
３
月
、
月
形
村

（
当
時
）
の
農
家
の
長
男
に
生
ま

れ
た
神
馬
さ
ん
。
家
が
貧
し
く
、

旧
制
中
学
校
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、

教
師
か
ら
、
衣
食

住
を
心
配
せ
ず
中

学
卒
業
の
資
格
が

取
得
で
き
る
と
海

軍
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）

を
す
す
め
ら
れ
、
１
９
４
１
年

12
月
１
日
、
15
歳
で
入
隊
し
た
。

そ
の
一
週
間
後
に
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
っ
た
。「
ま
さ
か
戦
争
が

始
ま
る
と
は
、
晴
天
の
霹
靂
だ
っ

た
」
と
語
る
。

　

海
軍
零
式
水
上
偵
察
機
の
搭

乗
員
と
な
り
、
朝
鮮
半
島
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
神
馬
さ
ん
は

１
９
４
５
年
８
月
10
日
、
偵
察

機
の
ト
ラ
ブ
ル
で
海
に
墜
落
し

数
時
間
漂
流
す
る
こ
と
に
。
辿

り
着
い
た
先
か
ら
大
勢
の
日
本

人
避
難
民
と
一
緒
に
徒
歩
で
元

山
空
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
途
中

の
８
月
20
日
に
終
戦
を
知
る
。

富
坪
の
テ
ン
ト
村
に
移
動
し
帰

国
を
待
っ
た
が
、
11
月
19
日
の

深
夜
、
自
分
た
ち
を
見
張
る
旧

ソ
連
軍
か
ら
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー　

ト
ー
キ
ョ
ー　

ダ
モ
イ　

ハ
ラ

シ
ョ
ー
？
」（
日
本
の
兵
隊
よ
、

東
京
に
帰
る
）
と
言
わ
れ
た
言

葉
を
信
じ
、
興
南
を
出
港
す
る
。

そ
の
船
は
東
京
で
は
な
く
、
旧
ソ

連
の
極
東
・
ナ
ホ
ト
カ
へ
向
か
っ

た
。
身
に
つ
け
て
い
た
貴
重
品

は
す
べ
て
奪
わ
れ
た
。「
シ
ベ
リ

ア
抑
留
」
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

極
寒
・
飢
え
・
重
労
働

過
酷
な
抑
留
生
活

　

神
馬
さ
ん
が
収
容
さ
れ
た
の

は
ド
ダ
ゴ
ー
第
一
ラ
ー
ゲ
ル
（
収

容
所
）
で
、
そ
こ
は
す
べ
て
テ
ン

ト
小
屋
だ
っ
た
。
零
下
30
度
を

下
回
る
シ
ベ
リ
ア
で
、
朝
か
ら

晩
ま
で
炭
鉱
作
業
、
道
路
工
事
、

森
林
伐
採
と
い
っ
た
肉
体
労
働

を
強
い
ら
れ
た
。「
食
事
は
一
日

一
回
、
飯
ご
う
に
１
ｃ
ｍ
ほ
ど
の

粥
の
よ
う
な
も
の
と
、
３
０
０

ｇ
ほ
ど
の
黒
パ
ン
。
パ
ン
は
無

い
日
も
あ
っ
た
。
虫
や
蛇
を
取
っ

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ま

だ
い
い
ほ
う
だ
っ
た
」。
空
き
缶
、

岩
塩
、
手
作
り
の
ス
プ
ー
ン
は

＂
三
種
の
神
器
〟
だ
っ
た
と
い
う
。

空
き
缶
は
食
器
と
し
て
だ
け
で

な
く
煮
炊
き
に
も
使
え
た
。
岩

塩
は
唯
一
の
調
味
料
。
ス
プ
ー

ン
は
伐
採
作
業
の
端
材
を
削
り

出
し
て
作
っ
た
。

極
寒
、
飢
え
、
重
労
働
に
よ
り
、

多
く
の
仲
間
が
毎
日
の
よ
う
に

亡
く
な
っ
た
。
複
数
の
遺
体
を

一
つ
の
穴
に
埋
葬
す
る
し
か
な

か
っ
た
。
埋
葬
さ
れ
る
遺
体
の

多
く
は
裸
に
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
多
く
は
生
前
、
自
分
が
死
ん

だ
時
に
私
物
を
友
人
に
贈
る
約

束
を
し
て
い
た
た
め
で
、
ソ
連

兵
と
物
々
交
換
を
し
て
生
活
の

糧
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
墓
穴
を
掘
る
つ
る
は
し
は

凍
土
か
ら
跳
ね
返
り
、
掘
る
の

も
一
苦
労
。
明
日
、
自
分
が
入

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

穴
を
掘
っ
て
い
た
。
神
馬
さ
ん

は
暗
い
炭
鉱
の
底
で
作
業
を
し

な
が
ら
20
歳
を
迎
え
た
。

　

し
か
し
そ
ん
な
環
境
で
も
、

神
馬
さ
ん
は
学
ぶ
こ
と
に
貪
欲

だ
っ
た
。
毎
日
の
重
労
働
の
中

の
わ
ず
か
な
休
憩
時
間
に
、
捨

て
ら
れ
た
タ
バ
コ
に
巻
か
れ
た

新
聞
の
文
字
を
、
監
視
役
の
タ

タ
ー
ル
人
に
尋

ね
て
ロ
シ
ア
語

を
覚
え
て
い
っ

た
。「
と
に
か
く

勉
強
し
た
か
っ

た
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
ど
こ
で

も
学
べ
る
」
と
振
り
返
る
。

復
員
し
て
大
学
へ

　

１
９
４
７
年
８
月
29
日
、
神

馬
さ
ん
は
つ
い
に
帰
国
の
機
会

を
得
る
。
引
き
上
げ
船
で
ナ
ホ

ト
カ
か
ら
舞
鶴
へ
向
か
い
、
生

家
へ
戻
っ
た
。
自
分
の
帰
り
を

信
じ
て
、
母
が
陰
膳
を
据
え
て

い
た
。

　

帰
国
か
ら
数
年
後
、
25
歳
で

北
海
短
期
大
学
（
本
学
の
前
身
・

創
設
の
２
年
後
に
４
年
制
へ
）

に
入
学
す
る
。「
敗
戦
に
よ
っ
て

学
ぶ
場
を
失
っ
た
兵
学
校
や
陸

軍
士
官
学
校
、
予
科
練
に
所
属

し
て
い
た
若
者
を
北
海
学
園
が

迎
え
入
れ
て
く
れ
た
」。
戦
後
の

混
乱
期
、
道
内
で
４
年
制
の
大

学
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
学
ぶ

こ
と
に
飢
え
て
い
た
神
馬
さ
ん

は
「
今
で
も
本
当
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
語
る
。

　

大
学
で
社
会
科
の
教
員
資
格

を
取
得
し
、
卒
業
後
は
複
数
の

中
学
校
、
高
校
な
ど
で
教
鞭
を

と
っ
た
。
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク

の
大
学
で
日
本
語
教
員
を
し
な

が
ら
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
し
た
こ

と
も
あ
り
、
学
び
た
い
意
欲
は

生
涯
変
わ
ら
な
い
。

　
「
戦
争
は
命
の
奪
い
合
い
。
如

何
な
る
戦
争
で
あ
っ
て
も
悪
で

あ
る
。
絶
対
に
繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い
」と
強
く
訴
え
る
。「
前

車
の
轍
を
踏
む
な
」
と
自
ら
の

経
験
を
世
に
語
り
継
い
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
若
者
た
ち
に
向
け

て
「
強
い
日
本
を
作
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
軍
事
力
に
よ
っ
て

強
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
政
治
、
経
済
、
科
学
、
医
学
、

教
育
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
分

野
で
強
く
な
り
、
知
恵
を
研
く

こ
と
で
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

日
本
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
繰

り
返
す
。

　
「
一
回
き
り
の
人
生
を
ど
う
使

う
か
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
何
で

も
で
き
る
。
た
く
さ
ん
学
び
、

語
り
合
っ
て
、
悔
い
な
く
生
き

て
ほ
し
い
」

[
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]
昭
和
30
年
北
海
学
園

大
学
経
済
学
部
卒
業
。
札
幌
市
立
柏
中
学

校
他
、
複
数
の
中
学
・
高
校
な
ど
で
教
員

を
務
め
る
。
現
在
、「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体

験
を
語
る
会
」
生
涯
学
習
出
前
講
師
と

し
て
自
身
の
経
験
を
語
り
継
い
で
い
る
。

炭鉱作業、森林伐採作業の様子（神馬さん提供）

　第二次世界大戦後、約 57 万 5 千人もの日本軍兵士や民間人がソビエト連邦によってシベリアなどに抑留
され、過酷な労働を強いられた。その壮絶な経験を後世に語り継ぎ、「前車の轍を踏むな」と反戦を訴え
ている本学ＯＢの神馬文男さん（97）にお話を聞いた。

「命の奪い合い」絶対に繰り返さないで
忘れるな！ シベリア抑留体験を語る

学
ぶ
こ
と
に
も
飢
え
て
い
た

タ
バ
コ
に
巻
か
れ
た
新
聞
で

ロ
シ
ア
語
を
覚
え
る

※詩については紙面にて公開しております
 （権利の都合によりお見せすることが出来ません）

※神島礼は神馬さんのペンネーム（北海道新聞 令和 4 年 12 月 25 日掲載・「日曜文芸」─下半期秀作特集─）

　

私
は
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、

一
度
高
卒
で
就
職
し
て
現
場
作

業
の
仕
事
を
し
た
後
、
ま
ち
づ

く
り
の
仕
事
を
す
る
と
い
う
目

標
を
叶
え
る
た
め
社
会
人
入
試

で
入
学
し
、
学
費
は
貯
金
と
成

績
上
位
者
対
象
の
返
済
不
要
の

奨
学
金
で
賄
い
ま
し
た
。

　

入
学
後
に
熱
中
し
た
の
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
現
地

調
査
を
重
ね
自
分
の
目
で
確
か

め
て
、
実
際
に
政
策
の
実
現
を

達
成
す
る
こ
と
に
惹
か
れ

て
い
き
、
気
が
付
け
ば
ほ

ぼ
全
種
類
を
制
覇
し
ま
し

た
。
特
に
地
域
研
修
で
は

沼
田
町
で
２
つ
の
地
域
振

興
政
案
の
実
現
化
が
決
ま

り
、
大
き
な
達
成
感
を
感

じ
ま
し
た
。（
※
現
在
も
釧

路
町
に
政
策
を
提
案
中
）

　

天
売
島
に
１
週
間
滞
在

し
て
消
え
た
地
名
を
発
掘

し
、
自
治
会
執
行
部
に
所

属
し
て
参
加
し
て
い
た
食

糧
支
援
活
動
で
コ
ラ
ボ
企

画
を
行
っ
た
り
、
Ｇ
Ｉ

Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
用
い
て
道
路
防
災
計
画

の
作
成
を
す
る
等
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
夕
張
映
画
祭
で
黒
木
瞳
さ

ん
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
思
い
出

で
す
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
研

究
を
続
け
て
お
り
、
地
域
経

済
と
の
関
連
性
を
卒
論
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
茶
道

研
究
会
に
所
属
し
、
裏
千
家

の
作
法
と
心
得
を
習
得
な
が

ら
優
し
い
心
を
持
つ
仲
間
た

ち
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
私

に
新
し
い
世
界
観
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
全
て
の
経
験
を
総
合

的
に
評
価
し
て
頂
き
、
４
月

か
ら
安
平
町
の
職
員
と
し
て

働
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
４
年
間
の
経
験
は

合
格
す
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
い

く
た
め
の
力
と
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
し
、
人
生
や
り
直
せ
る
！

と
実
感
し
ま
し
た
。

経済学部
地域経済学科 4 年

桑
くわ

折
おり

大
だい

哉
や

私の学び

充実した学び直し～現場を見て学び実現する

写真右が筆者

完成記念撮影

　

９
月
10
日
~
12
月
11
日
に

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術

館
本
館
に
て
開
催
さ
れ
た
特

別
展
「
建
築
家
上
遠
野
徹
と
本

郷
新
の
宮
の
森
の
ア
ト
リ
エ
」

に
お
い
て
、
米
田
研
究
室
の
４

年
生
５
人
が
上
遠
野
徹
さ
ん

の
住
宅
模
型
の
制
作
協
力
を

行
っ
た
。
模
型
制
作
メ
ン
バ
ー

は
武
者
凌
平
、
大
畝
悠
介
、
塩

野
谷
基
悟
、
丸
山
莉
奈
、
村
山

は
る
。
会
場
で
は
大
小
の
模
型

が
展
示
さ
れ
た
。

米
田
研
究
室
４
年
生

建
築
展
の
模
型
制
作
協
力展示会場の様子

建築学科米田浩志研究室の学生

　建築学科・米田研究室の学生が、第 47 回「北の住まい住宅設計コンペ」で最優秀賞、
優秀賞を受賞した。これにより、本学学生が 4 年連続最優秀賞受賞の快挙となった。

北の住まい住宅設計コンペで最優秀賞・優秀賞

建築学科 4 年（米田研究室）
武者凌平・塩野谷基悟
受賞作品「坂ニ黄昏ル虚ロ舟」

最優秀賞◀ 

優秀賞
建
築
学
科
4
年
︵
米
田
研
究
室
︶

塩
野
谷
基
悟

受
賞
作
品
﹁
裏
坂
の
社
﹂

◀ 

　

工
学
部
各
学
科
の
卒
業
研
究
発
表
会
が
、

２
月
に
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

４
年
生
は
各
指
導
教
員
の
研
究
室
に
所

属
し
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
進
め
て
き

た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
充
実
し
た
面
も
ち

で
４
年
間
の
集
大

成
と
な
る
研
究
内

容
を
説
明
。
鋭
い

質
問
に
も
対
応
し
、

大
学
生
活
の
最
後

を
締
め
く
く
っ
た
。

工
学
部
卒
業
研
究
発
表
会

建築学科 論文（2月16日）

電子情報工学科（2月6、7日）社会環境工学科（2月21、22日）生命工学科（2月6、7日）

建築学科 設計（2月14日）



2023年（令和5年）3月15日 第133号 （8）

令和４年度
卒業証書・学位記授与式

月 日（火）3 21
令和５年度
入　学　式

※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください

北海道立総合体育センター
「北海きたえーる」メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号

両式典会場

注意事項

①止むを得ない事情を除き、それぞれ卒
業生・修了生、新入生以外の方のご来場
はご遠慮ください。
②式典の様子は、後日、本学 web サイ
トでオンデマンド配信する予定です。
③卒業祝賀会は開催しません。
※式典は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
国及び自治体のガイドライン等を遵守して開催いたします。
内容等の変更あるいは中止になる場合もあります。

10：30～12：00予定

月 日（日）4 2
10：30～11：30予定

　
「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学
か
ら
卒
業

生
に
対
す
る
調
査
で
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
の
最
終
確
認
を
す
る
も
の
で
す
。

所
定
の
方
法
で
必
ず
提
出
す
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
①

文
部
科
学
省
の
進
路
統
計
調
査
、
②
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
種
統
計
資
料

の
作
成
、
③
出
身
高
校
へ
の
情
報
提
供
、

④
同
窓
会
活
動
（
会
報
発
送
・
事
業
案
内
）

等
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
個
人
情
報

保
護
法
を
遵
守
し
そ
れ
以
外
に
利
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法　
令
和
５
年
３
月
10
日
以
降
、

学
費
支
給
者
宛
に
送
付
さ
れ
る
成
績
関

係
書
類
に
、
こ
の
「
進
路
調
査
票
」
も

入
っ
て
い
ま
す
。
記
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
回
答
い
た

だ
く
か
、
ま
た
は
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
卒
業
式
当
日
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

 

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
進
路
調
査
票
」提
出
の
お
願
い

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
昨
年
12
月
に
企
業
・

自
治
体
・
官
庁
に
対
し
、「
本

学
学
生
に
対
す
る
印
象
や
採

用
活
動
全
般
、
本
学
の
教
育

効
果
・
成
果
を
図
る
」
こ
と

を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

図
１
は
、「
本
学
の
学
生

に
対
し
、
卒
業
ま
で

に
身
に
着
け
て
ほ
し

い
と
思
う
も
の
に
つ

い
て
お
答
え
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
質
問
に

対
す
る
企
業
か
ら
の

回
答
結
果
で
す
。
一

番
多
か
っ
た
の
が
、

「
仕
事
や
学
び
へ
の

熱
意
」
と
「
協
調
性
」

で
し
た
。「
仕
事
や
学

び
」
と
い
う
と
抽
象

的
に
感
じ
ま
す
が
、

社
会
人
に
と
っ
て
の

仕
事
、
学
生
に
と
っ

て
の
学
業
と
考
え
て

み
る
と
「
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」
と
置
き
換
え
る

こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
対
し
、
義
務

だ
か
ら
仕
方
な
く
や
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
で
き
る

限
り
精
一
杯
取
り
組
む
と
い

う
姿
勢
を
身
に
着
け
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
ご
回
答
い
た
だ
い

た
方
か
ら
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト

も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
に「＂
教
え
て
も
ら
う
〟

と
い
う
考
え
方
か
ら
＂
自
分

で
調
べ
る
〟＂
学
び
た
い
こ
と

を
聞
く
〟
と
い
う
考
え
方
に

少
し
ず
つ
切
り
替
え
て
い
く

と
働
い
て
か
ら
役
立
つ
と
思

い
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
が
、
在
学
生
だ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
で
る
皆
さ
ん
に
も
常
に
心

掛
け
て
ほ
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

続
い
て
、同
数
の「
協
調
性
」

に
関
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と

や
失
敗
す
る
こ
と
で
色
々
な

壁
に
ぶ
ち
当
た
る
こ

と
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
周
囲
に
相
談

す
る
事
が
で
き
る
よ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
ス
ト

レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

力
を
身
に
つ
け
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」

　

一
人
で
で
き
る
仕

事
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
分
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
周
り
に

協
力
を
お
願
い
で
き

る
こ
と
、
ま
た
、
自

分
も
周
囲
に
対
し
て

積
極
的
に
協
力
す
る

姿
勢
を
大
学
生
活
で

身
に
着
け
て
い
て
欲

し
い
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

３
位
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
に
つ
い
て
は
、「
興

味
関
心
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
積
極
的
に
挑
戦
・
体
験
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
学
業
に
関
わ
る
こ
と
／

自
分
の
趣
味
、
人
と
接
す
る

体
験
／
一
人
で
黙
々
と
取
り

組
む
体
験
、
な
ど
種
別
を
問

わ
ず
、
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と

使
っ
て
色
々
な
経
験
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

ぜ
ひ
そ
の
経
験
を
私
達
に
も

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
で

す
。」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

春
卒
業
し
て
し
ま
う
皆
さ
ん

は
、「
も
っ
と
こ
ん
な
経
験
を

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と

い
う
後
悔
や
、「
今
更
こ
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
て
も
」
と
思

う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
社
会
に
出
て

か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
ご
自
身
を
成
長

さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
若
い
う
ち
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
で
す
か
ら
。

　

図
２
は
、
前
出
の
企
業
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
大

学
生
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、

ど
の
能
力
を
重
視
し
ま
す

か
。」
と
い
う
質
問
に
対
す
る

答
え
の
集
計
と
な
り
ま
す
。

　

御
覧
の
と
お
り
、「
物
事
に

進
ん
で
取
り
組
む
主
体
性
」

が
圧
倒
的
に
票
を
集
め
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。「
物
事
」

を
「
や
る
べ
き
こ
と
」
と
置

き
換
え
る
と
、
よ
り
企
業
の

期
待
に
マ
ッ
チ
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
も
が

自
分
の
好
き
な
こ
と
、
興
味
・

関
心
の
あ
る
こ
と
に
は
積
極

的
に
関
わ
ろ
う
と
し
ま
す
。

例
え
ば
ゲ
ー
ム
が
好
き
な
方

は
、
時
間
を
忘
れ
る
く
ら
い

没
頭
で
き
ま
す
よ
ね
。
半
面
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

分
か
っ
て
い
て
も
、
興
味
・

関
心
の
な
い
こ
と
は
、
で
き

る
だ
け
後
回
し
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
（
単
位
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
試
験
前

だ
け
頑
張
る
と
か
）。
し
か

し
、
学
業
や
仕
事
の
大
半
が
、

「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
／
義
務
」
で
す
。
こ

の
「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
」
に
対
し
て
、
自
ら

進
ん
で
取
り
組
む
姿
勢
こ
そ

が
、
企
業
が
評
価
し
た
い
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、
大
学
生

活
で
は
、
学
業
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
部
活
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
好
き
な
こ
と
、
興
味

の
あ
る
こ
と
だ
け
や
る
で
は

な
く
、「
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
」
に
も
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

飲
食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
が

嫌
が
る
よ
う
な
「
ト
イ
レ
掃

除
」、
サ
ー
ク
ル
や
部
活
な

ど
課
外
活
動
で
は
「
役
職
／

役
割
」、
そ
う
い
っ
た
「
積

極
的
に
や
り
た
い
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
、
誰
か
が
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

に
、
指
示
さ
れ
た
か
ら
仕
方

な
く
や
る
の
で
は
な
く
、
自

分
か
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
積
極
的
に
、
ま
た
、
前
向

き
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自

然
と
「
主
体
性
」
は
身
に
着

い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

在
学
生
の
皆
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
春
卒
業
さ
れ
る

皆
さ
ん
も
、
義
務
か
ら
目
を

そ
ら
さ
ず
、
積
極
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
気
持
ち
で
物
事

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

キャリア支援センター

就職活動
INFORMATION

0 20 40 60 80 100

仕事や学びへの熱意
協調性

チャレンジ精神
社会の常識、ルール

傾聴力
社会人としてのマナー

論理的思考力
基礎学力
発信力
文章力

批判的思考力
専門知識

0 20 件 40 件 60 件 80 件 100 件

91 件
91 件

80 件
72 件

58 件
54 件

49 件
49 件

38 件
26 件

13 件
8件

【図 1】本学の学生に対し、卒業までに身に着けてほしいと思うものについてお答えください。

企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

物事に進んで取り組む主体性

他人に働きかけ巻き込む働きかけ力

目的を設定し確実に行動する実行力

現状を分析し目的や課題を明らかにする課題発見力

新しい価値を生み出す創造力

自分の意見をわかりやすく伝える発信力

相手の意見を丁寧に聴く傾聴力

意見の違いや立場の違いを理解する柔軟性

社会のルールや人との約束を守る規律性

根拠から結論へと筋道を立てて考えられる論理的思考力

感情の制御/立ち直りの早さ/冷静に対応する力

0 20 件 40 件 60 件 80 件 100 件 120 件

複数選択 最重視

与えられた情報を多角的に
考えることができる批判的思考力

課題の解決に向けたプロセスを明らかにし
準備する計画力

自分と周囲の人々や物事との
関係性を理解する情況把握力

ストレスの発生源に対応する
ストレスコントロール力

ストレスの発生源に対応する
ストレスコントロール力

119 件
56 件

48 件
4件

75 件
13 件

56 件
3件

40 件
2件

27 件
3件

73 件
4件

71 件
11 件

47 件
2件

47 件
8件

77 件
12 件

72 件
7件

39 件
4件
22 件

51 件
4件

1件

【図 2】大学生を採用するにあたり、どの能力を重視しますか。

「やらなければならないこと／義務」に
積極的に、前向きに取り組む姿勢を。

主
体
性
と
は

令和 5 年度 行事日程

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・
　工学部〔1 年次〕、（工）…工学部〔2 年次以上〕
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を G-PLUS!
　で確認してください。

月 日（曜日） 行　　事
令
和
５
年　
　
　
４

1（土） 健康診断（豊［４年］）

2（日） 入学式（予定）

3（月） 新入生ガイダンス① 
健康診断（豊［３年］）

4（火） 新入生ガイダンス② 
健康診断（豊［２年］）・（工）

5（水） 新入生ガイダンス③ 

6（木） 奨学金ガイダンス
健康診断（豊［１年］）

7（金） 第１学期授業開始

５ 16（火） 学園創立記念日

６
18（日） 第１回オープンキャンパス①

23（金）～25（日） 第69回対東北学院大学定期戦（札幌）

25（日） 第１回オープンキャンパス②

７

21（金） 予備日①

22（土） 予備日②

28（金） 実験生物に感謝する日

29（土） 第１学期授業終了

31（月）～8/5（土）第１学期期末評価実施期間 / 定期試験

８

7（月） 第１学期定期試験予備日

8（火） 夏季休業開始

11（金） 第２回オープンキャンパス①

12（土） 第２回オープンキャンパス②

14（月）～16（水） 全学休学（事務取扱休止）

９

15（金） ９月期卒業生発表

19（火） 夏季休業終了

20（水） 第２学期授業開始

30（土） ９月期卒業証書・学位記授与式
第３回オープンキャンパス①（２部のみ）

月 日（曜日） 行　　事

10
1（日） 第３回オープンキャンパス②

7（土）～  9（月） 第 72 回十月祭・第 52 回工学祭

7（土） ホームカミングデー（予定）

11 26（日） 特別選抜

12 26（火） 冬季休業開始

令
和
６
年　
　
１

9（火） 冬季休業終了

10（水） 第２学期授業再開・振替土曜日授業

12（金） 大学入学共通テスト準備日

13（土） ～14（日） 大学入学共通テスト

17（水） 予備日①

18（木） 予備日②

27（土） 第２学期授業終了

29（月）　～2/3（土）第２学期期末評価実施期間 /定期試験

２
5（月） 第２学期定期試験予備日

8（木） 一般選抜準備日

9（金）～12（月） 一般選抜

３

2（土） 特別選抜（社会人Ⅱ期）

11（月） 卒業生発表

12（火） 進級生発表

20（水） 卒業証書・学位記授与式（卒業祝賀会）（予定）

26（火）～29（金） 在学生資料配布
各課程ガイダンス

▽
12
月
12
日  

在
札
幌
米
国
総
領
事
館 

首
席
領
事 

マ
ー
ク
・
ウ
ェ
ベ
ル
ス
氏
、

広
報
文
化
外
交
担
当
領
事 

ボ
ウ
・
ミ
ラ
ー

氏
、
広
報
文
化
交
流
部 

牛
丸
由
恵
氏
、

竹
内
大
輔
氏

▽
12
月
14
日  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
西
ア
フ
リ
カ
・

マ
リ 

地
方
行
政
幹
部
・
研
修
生
17
名 

表

敬
訪
問

▽
12
月
14
日  

釧
路
町
長 

小
松
茂
氏
、

総
合
政
策
課
長 

江
端
邦
仁
氏

▽
１
月
24
日  

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
講

師 

弁
護
士 

及
川
華
恵
氏

令和 5 年度 健康診断日程表
■豊平校舎〈学部生〉

学年・健診日 学部・学科 時　間 会　場

新 1 年生
4 月 6 日（木）

１
部

経済 学生番号
1523101 ～ 1523399 9：15 ～  9：55

○「問診票」「健診のご案内用紙」は、
入学式で配布される封筒に同封されています。

※「問診票」の太枠内は、事前にボールペンで
記載しておいてください。

①身体計測
　─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
②内科診察
　─学園会館 3 階会議室（大会議室上）
③胸部 X 線
　─学生玄関前

経済 学生番号
1523401 ～ 1523699 9：55 ～ 10：40

経営 経営学科 13：00 ～ 13：40
経営 経営情報学科 13：40 ～ 14：15
法 学生番号
2523101 ～ 2523399 10：40 ～ 11：15

法 学生番号
2523401 ～ 2523699 11：15 ～ 11：45

人文 日本文化学科
工　 社会環境工学科
　　 建築学科

14：15 ～ 15：00

人文 英米文化学科
工　 電子情報工学科
　　 生命工学科

15：00 ～ 15：45

２
部

経済・経営 18：00 ～ 19：00
法・人文 17：00 ～ 18：00

新 2 年生
4 月 4 日（火）

新 3 年生
4 月 3 日（月）

新 4 年生・
研究生

4 月 1 日（土）

１
部

経済 経済学科 13：00 ～ 13：40 ○「問診票」等の受取り日時
3 月 8 日（水）〜 31日（金）（日・祝日を除く）
時間：10：00 〜 20：30 、場所：医務室前

〈2・3 年生〉「2・3 年用問診票」
〈4 年生〉「4 年・研究生用問診票」「尿検査容器」
「健診のご案内用紙」
※「問診票」の太枠内は、事前にボールペンで
記載しておいてください。

①身体計測（4 年生・研究生は視力検査あり）
　─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
②内科診察
　─学園会館 3 階会議室（大会議室上）
③尿検査容器提出・胸部 X 線
　─学生玄関前
　〈4 年生・研究生のみ〉

経済 地域経済学科 13：40 ～ 14：15

経営 経営学科 14：15 ～ 14：55

経営 経営情報学科 14：55 ～ 15：30

法 法律学科 9：30 ～ 10：10

法 政治学科 10：10 ～ 10：45

人文 日本文化学科 10：45 ～ 11：15

人文 英米文化学科 11：15 ～ 11：45

２
部

経済・経営 18：00 ～ 19：00

法・人文 17：00 ～ 18：00

研究生 全時間帯可能

学年・健診日 時　間 会　場

新 1 年生
4 月 6 日（木）

9：15
13：00
17：00

～
～
～

11：45
15：45
19：00

①問診票はガイダンスで配布
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載しておいてください。

②身体計測─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館 3 階（大会議室上）
④胸部 X 線─学生玄関前

新 2 年生以上
4 月 1 日（土）

9：30
13：00
17：00

～
～
～

11：45
15：30
19：00

①問診票はガイダンスで配布
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載しておいてください。

②身体計測 ※視力は最終学年のみ─学園会館2階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館 3 階（大会議室上）　
④最終学年のみ尿検査容器提出・胸部 X 線─学生玄関前

■豊平校舎〈大学院生〉

■山鼻校舎〈工学部生・研究生・大学院生〉
学年・健診日 学　科 時　間 会　場

工
学
部

新 2 年生
4 月 4 日（火）

男性 社会環境工学科 9：30 ～ 9：50 ○問診票等の受取り
※学部生：問診票等の事前配布物については在
学生資料配布期間（3 月下旬）に指定された場
所で受け取ってください。
※大学院生：問診票等の事前配布物については
後日お知らせします。
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載
しておいてください。

○内科診察
　─ 31 番教室
○身体計測・視力検査（※視力検査は 4 年生・
研究生・修士 2 年生・博士 3 年生のみ）
　─ 32 番教室
○胸部 X 線
　─ 1 号館 1 階玄関前
○尿検査
　 ・2 ～ 3 年生の体育会系クラブ員
    ─提出場所：医務室
　　（提出の際に血圧測定あり）
　・4 年生 ・ 研究生
　・修士 2 年生・博士 3 年生
    ─提出場所：1 号館 1 階ロビー
　　（胸部 X 線受付へ提出）

※博士 2 年生のみ午前中の学部の時間帯でも受
診が可能（希望者は医務室に相談すること）

男性 建築学科 9：50 ～ 10：10

男性 電子情報工学科 10：10 ～ 10：30

男性 生命工学科 10：30 ～ 10：50

女性 全学科 10：50 ～ 11：20

新 3 年生
4 月 4 日（火）

男性 社会環境工学科 11：20 ～ 11：40

男性 建築学科 11：40 ～ 12：00

男性 電子情報工学科 12：00 ～ 12：20

男性 生命工学科 12：20 ～ 12：40

女性 全学科 12：40 ～ 13：00

新 4 年生・
研究生

4 月 4 日（火）

男性 社会環境工学科 14：00 ～ 14：20

男性 建築学科 14：20 ～ 14：40

男性 電子情報工学科 14：40 ～ 15：00

男性 生命工学科 15：00 ～ 15：20

女性 全学科 15：20 ～ 15：50

大
学
院

4 月 4 日（火）
男性 
14：00 ～ 15：20
女性 
15：20 ～ 15：50


